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１． はじめに

（１）特許検索ガイドブックとは

特許文献は、最先端の技術情報です。企業、大学などの研究者にとって、技術知識

の習得、重複研究の排除のために有用であり、また知的財産担当者が権利化可能性の

調査を行うために不可欠なものとなっています。更に研究戦略や知財戦略の構築のた

めにも役立つ情報であるといわれています。 
現在、公開公報等の特許文献は我が国だけでも４０００万件以上あります。しかも、

これらの特許文献の数は増加の一途をたどっています。

今後は、有用な特許情報に如何に効率的にアクセスするかが、研究者や知的財産担

当者にとっての重要な課題となってくると考えられます。 
 それでは、これらの膨大な特許文献の集合を前にして、有用な特許情報に的確かつ
効率的にアクセスするためにはどうしたらいいのでしょうか。

 一言で言えば
「何を探すかを明確に把握し、最も適した検索キーを用いること」

 に尽きると思います。つまり、膨大な特許文献の集合の中から、的確にしかも効率
的に必要とする先行技術を発見するためには、ただ漠然と同じような文献を探すので

はなく、何を探すかを明確に把握し（つまり目的意識を持って）、その探すポイントに

最も適した検索キーを使い分けることが必要になるということです。

 特許庁の審査官が主に用いる検索キーとしては、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等1が挙げ

られますが、これらの検索キーの情報は容易に入手することができます。

 しかし、実際の検索方法を見てみると、多くの利用者がキーワードを用いた検索に
頼っているのが現実のようです。

 キーワード検索は、単語を直接入力する方法なので検索する方にとって分かりやす
い反面、用語が必ずしも統一されていない特許文献の中から必要な情報を的確かつ効

率的に発見するという観点から見れば、必ずしも効果的とは言えません。

Ｆタームは、一定の技術範囲を種々の技術的観点から多観点で区分したものであり、

例えば、目的、用途、構造、材料、製法、処理操作方法、制御手段などの多数の技術

的観点から技術を区分したタームリストに基づいて、各特許文献ごとにその技術的特

徴を示すＦタームが付与されています。又、ＦＩは、ＩＰＣをさらに細展開したもの

です。ＦタームやＦＩは、技術の特徴から絞り込むための検索キーであり、特許文献

を検索する際には、キーワードよりも、ＦタームやＦＩの方が検索キーとして適切な

1 使用される主な用語欄を参照。



場合もかなり多いものです。そのため、先行技術調査を的確かつ効率的に行うために

は、ＦタームやＦＩ等の検索キーについての知識と理解が必須となるといえます。

 この「特許検索ガイドブック」は、特許庁の審査官が、実際に先行技術調査を行っ
た経験に基づいて作成しており、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等の検索キーに関する知識

をお持ちである方が利用する前提で説明されています。これらをあまりご存じでない

方は、まずＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等に関するテキスト等をお読みになることをお勧

めします。そのあとで、この特許検索ガイドブックを読めば、ＦタームやＦＩ等の検

索キーについての知識や理解をさらに深めるために役立つ情報が詰まっていることが

ご理解いただけるものと思います。

（２）先行技術文献調査を行う前に

 ａ．検索ポイントの把握と変更

 効果的に先行技術文献を探すためには、まず、「何を探すか」を明確に把握する必要
があります。

 例えば、ある出願に対する先行技術文献を調査する場合、その出願の特許請求の範
囲の記載だけではなく、発明の詳細な説明の記載や図面等も確認したうえでその出願

のポイントを把握し、「何を探すか」を総合的に判断することが必要となりますし、自

身の発明やアイディアに対する先行技術文献を調査する場合、自身の発明やアイディ

アのポイントをきちんと把握することが必要となること等が挙げられます。

 また、「何を探すか」の「何」をあまり限定しすぎず、調査結果に応じて検索キーを
変更することや、探すポイントを変更することも重要です。

 まず、検索キーの変更ですが、例えばキーワードによる検索で先行技術文献が発見
できなかった場合、ＦタームやＦＩ等を用いた検索を行うと発見できる場合がありま

すので、検索キーの選択は非常に重要になります。そして、最初にどの検索キーを用

いるかは、探すポイントに応じて選択することとなります。

 次いで探すポイントの変更ですが、特許法には「進歩性」という考え方があり、「発
明の属する技術の分野における通常の知識を有する者（一般に「当業者」といいます）

が、容易に発明をすることができた発明」は、特許にはならないという規定がありま

す。このことは、先行技術文献を調査する場合、ある発明と同じ発明を探すだけでは

先行技術文献調査としては不十分であることを意味します。

たとえば「Ａ」というポイントを探して発見できなかった場合、そこで検索を終了

するのではなく、「Ａ」は「ＢとＣとの組み合わせでもできる」と判断した場合、「Ｂ」

または「Ｃ」を検索することが必要になるということです。また、その組み合わせの

パターンも数種類考えられる場合があり、それに応じて検索するポイントを変更して



いくことになります。

このように、先行技術文献調査は、適切な検索キーを選択し必要に応じて変更する

こと、「進歩性」を考慮に入れつつ「何を探すか」を決め、そしてそれを臨機応変に変

更することがきわめて重要なポイントとなります。

ｂ．検索キーについての知識と理解、検索式の決定

 検索キーとしては、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム、キーワード等があり、これらの検索
キーの構造・特徴を良く理解した上で、探したい発明等に応じてこれらの検索キーを

使い分けることが必要になります。

 また、どの技術分野を検索するのかも重要なポイントです。検索する技術分野の決
定には上述の「何を探すか」の決定が密接に関連してきます。探すポイントによって

は、検索すべき範囲が特定の技術分野に限定されないことがあるからです。

 技術分野を決定した後は検索式を構築することになります。そして、その検索結果
に応じて、上記ａ．で述べた考え方を利用して検索式の変更や、検索する技術分野の

変更等を行うことになります。

ｃ．説明会テキスト等の利用

 特許庁では、特許庁ホームページ（http://www.jpo.go.jp/indexj.htm）において、各

種説明会や講演会で用いられたテキスト等を公開していますので、必要に応じてご活

用下さい。

（３）使用される主な用語

 以下、特許検索ガイドブック中によく出てくる用語を簡単に紹介します。詳しい説
明は割愛しますが、検索を効果的に行うためにも、他のテキスト等を利用して検索キー

については良く理解するようにして下さい。

 ＩＰＣ：世界５０か国以上で共通に使用されている国際特許分類（International

Patent Classification）。１９７１年に作成された「国際特許分類に関するスト

ラスブール協定」に基づいて作成され、同協定の加盟国で利用されている。日

本では１９８０年からＩＰＣを採用している。

 
ＦＩ：ＩＰＣをさらに展開するために、展開記号、分冊識別記号をＩＰＣに付加し



たもの。特許審査における先行技術のサーチを効率的に行うことを目的として

付与されており、国内でのみ使用される。展開記号は、ＩＰＣの最小単位であ

るグループを更に細かく展開するために用いる記号で、原則として１０１より

始まる３桁の数字が使用される。分冊識別記号は、ＩＰＣまたは展開記号をさ

らに細かく展開するために用いる記号で、「Ｉ」、「Ｏ」を除くＡ～Ｚのアル

ファベット１文字が使用される。

 Ｆターム：特許審査の先行技術文献サーチを迅速に行うための機械検索用に特許庁
が開発した技術項目。一ないし複数のＦＩが付与された文献を、種々の技術的

観点から多観点で区分してあることが特徴。目的、用途、構造、材料、製法、

処理操作方法、制御手段などの多数の技術的観点から技術を分類したタームリ

ストに基づいて各文献ごとにＦタームを付与することにより、関連先行技術を

絞り込むことを目指している。テーマコードとは、英数字５桁からなり、ＦＩ

を所定の技術分野ごとに括ったＦタームでの検索範囲となる技術単位のこと。

 ＥＣＬＡ：欧州特許庁（ＥＰＯ）において用いられている、ＩＰＣを細かく展開し
た独自の特許分類。European Patent Classification。

 ＵＳＣ：米国特許商標庁（ＵＳＰＴＯ）において用いられている独自の特許分類。

ＪＯＩＳ®：独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）が提供する、科学技術に関

する情報を収録した情報提供サービス。JST Online Information System。

ＤＷＰＩ：トムソンサイエンティフィックが提供する世界４０カ国相当の特許情報

を収録したデータベース。Derwent World Patent Index®。

ＳＴＮ®：化学構造や化学反応、特許文献の検索に強みを持ち、豊富な科学技術情

報を収録した情報提供サービス。The Scientific and Technical Information

Network。
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レーザー一般 
光学分析技術 
電子ゲーム 
ハイブリッド自動車 
マニプレータ 
調理機器 
遺伝子工学 
固体廃棄物の処理 
燃料電池 
デジタル記録担体及び周辺機器 
光学的記録担体及びその製造 
電話機の回路等 
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　　１．技術の概要

  本技術分野は「記録媒体と変換器との間の相対運動に基づいた情報記録」に属し、中
でも光学的に記録再生を行う記録担体及びその製造技術に関する。５Ｄ０２９(光学的記
録担体)、５Ｄ１２１(光学的記録担体の製造)のテーマに分かれている。



２．先行技術文献調査を効果的に行うための基礎知識

（１）サーチ手法

・この技術分野は日本国出願人の出願が大多数を占め、日本国公報の件数も国際的に群を
抜いている。

・５Ｄ０２９（光学的記録担体）に関しては、ＦＩ（G11B7/24）が技術的に細分化されており、ＦＩと
テキスト検索を利用してサーチを行うことが望ましい。また、ＦＩハンドブックを参考にして関連
分野もサーチする必要がある。

・５Ｄ１２１（光学的記録担体の製造）に関しては、Ｆタームが充実しており、Ｆタームとテキスト
検索を利用してサーチを行うことが望ましい。また、ＦＩハンドブックを参考にして関連分野も
サーチする必要がある。
　関連分野のみ付与されG11Bが付与されていないという案件も存在するため、テーマ内でみ
つからない場合は関連分野のクロスサーチが必要である。
　主要な関連分野のテーマには大体、記録媒体用途というタームが存在する。

・この技術分野は社会的注目度が高く、技術雑誌・論文への発表が盛んな分野であるので、
技術雑誌・論文をサーチすることで、より正確なサーチが可能となる。



（２）参考となる公報

特開平 １－２１４４８６ 号公報 ：記録エリア等の半径（規格）

特開平 ５－２８５０５ 号公報 ：Ｔｐの異なる領域を有する

特開平 ５－２０５３１２ 号公報 ：記録と再生で光入射方向が異なる

特開平 ８－２２１８０２ 号公報 ：基板厚さとコマ収差等の関係（理論式）

特開昭 ５４－１３０９０２ 号公報 ：多層情報ディスク

ＷＯ ９９／１０８８３ 号公報 ：ディスクの外周に貫通穴がある

特開 ２００１－６７７２５号公報 ：密着力向上のために基板に凹凸形成

特開昭 ６２－１２４６２９ 号公報 ：貼り合わせる際に中心孔を中空部材で塞ぐ

特開昭 ６３－２３９６２８ 号公報 ：複数のノズルから接着剤を供給

特開平 ９－１５３２３４ 号公報 ：基板のバリを潰す

特開平 ８－７７６２１ 号公報 ：転写率を考慮して少し深い溝のスタンパを用いる

特開昭 ６２－１８１１１７ 号公報 ：２Ｐ成形

特開平 ２－１１０８４０ 号公報 ：中心孔を開けずに成形

特開平 ８－４５１１３ 号公報 ：中心孔の無い基板を貼り合わせ

特開平 １１－１２０６１７ 号公報 ：３枚同時に回転貼り合わせ

特開平 ２－５４４４７ 号公報 ：紫外線硬化樹脂が半硬化状態でスタンパから剥離

特開平 ２－２２３０３０ 号公報 ：２Ｐ成形の積層タイプ

５Ｄ０２９関連

５Ｄ１２１関連



３.　検索式作成のテクニック

（１）使用する主なサーチツール

【分野毎のサーチ範囲一覧】

　F　I 検索対象の技術事項 Fﾀｰﾑ FI JOIS DWPI WWW 関連分野

G11B  7/24   501 △ ◎ △
G11B  7/24   511 記録層材料に特徴：無機材料 △ △ ◎
G11B  7/24   516 記録層材料に特徴：有機材料 △ △ ◎
G11B  7/24   522 記録層の形状 ◎ △
G11B  7/24   526 基板の材料 ◎ ○
G11B  7/24   531 基板の形状・構造・物性 ◎
G11B  7/24   533 記録層、基板以外の層 ◎
G11B  7/24   534 保護層の材料 ◎ ○
G11B  7/24   535 保護層の形状・構造・物性 ◎ △
G11B  7/24   538 光吸収層、反射層など ◎ ○
G11B  7/24   541 貼り合わせ型ディスク ◎
G11B  7/24   551 エアーサンドイッチ型ディスク ◎

G11B  7/24   561-567 トラック・ピットの形状 ◎ ◎

G11B  7/24   571 その他の担体形状、構造、付属品 ◎ ○

G11B  7/24   572 ディスク以外の特定の形状 ◎ ○
G11B  7/26 製造装置、検査など ◎ △ ○
G11B  7/26   501 原盤 ◎ △ ○
G11B  7/26   511 スタンパ、金型 ◎ △ ○
G11B  7/26   521 成形 ◎ △ ○
G11B  7/26   531 層の形成 ◎ △ ○

　　サ　ー　チ　ツ　ー　ル

   　ここでは、検索にどのサーチツールを用いるかをＦＩ毎に記載しています。
　 　順序は、◎、○、△、無印となります。
　　（無印はサーチ不要という意味ではありません。）

　　注）　ただし、ここで述べた有効性は一般論であり、サーチのポイントに応じて異なる
　　　事に注意してください。



FI 説明 補足説明
G11B7/24 材料の選定によってまた

は構造もしくは形状によっ
て特徴づけられる記録担
体

・全体的な構成に特徴
G11B7/24,501
・積層構造、各層の材料、
形状、物性に特徴
G11B7/24,506-538
・貼り合わせ型
G11B7/24,541
・エアーサンドイッチ型
G11B7/24,551
・トラック、ピット形状に特徴
G11B7/24,561-567
・層以外の部分に特徴
G11B7/24,571
・ディスク以外の形態
G11B7/24,572

G11B7/24,501 層の材料、形状、構造、物
性に特徴

G11B7/24,501@A 電極付きのもの 電極は面に一様に電場を掛
けるためのものに限る。

G11B7/24,501@B ・液晶を用いるもの
G11B7/24,501@Z その他 ２種類以上の層の膜厚、物

性が複合的な関係を有する
もの。
媒体全体に対する特殊パラ
メータ限定が特徴。

G11B7/24,506 記録層の材料に特徴 空分類
G11B7/24,511 ・無機材料 記録材料のみに特徴

B41M5/26が主分類
G11B7/24,516 ・有機材料〔←錯体、液

晶〕
記録材料にのみに特徴
B41M5/26が主分類

G11B7/24,522 記録層の形状、構造、物
性に特徴

再生専用の層を含む。

G11B7/24,522@A 膜厚及び／又は物性に特
徴のあるもの

記録層全体としての膜厚は
一定だが、膜厚自体に特徴
があるものなど。

G11B7/24,522@B 記録材料層又は記録領域
を複数もつもの

G11B7/24,522@B-Fは、複
数の層が共同して一つの情
報を記録するもの。
多値記録ではない。
＜該当する例＞
・二層以上の層が合金化す
ることによって記録が行わ
れるもの。
・結晶 非晶質相変化記録
層に核生成層が隣接したも
の。
・高分子液晶層に配向層が
隣接したもの。

G11B7/24,522@
C

・有機材料層のみからな
るもの

基板が記録層を兼ねるもの[G11B7/24,531@A]

記録担体の製造方法[G11B7/26（5D121）]
記録担体の記録・再生方法、装置[G11B7/00
（5D090）]
光磁気記録担体[G11B11/105（5D075）]
半導体メモリ（ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ）[G11C]
ＩＣカード[G06K19/00(5B035)]
ホログラム[G03H(2K008), G11B7/0065(5D090)]
フォトクロミック[G03C]
液晶[G02F1/13(2H088), C09K19/00(4H027)]

電場が情報を担っているもの[G11B9/00]

関連分野

（２）関連分野

薄い保護膜側から記録再生する媒体(Blu-ray
Disc，DVRの様なもの）[G11B7/24,535@E]
保護膜に凹凸を付けて接着するもの
[G11B7/24,541@D,G-S]

感熱記録[B41M5/26@X(2H111)]

感熱記録[B41M5/26@Y(2H111)]
液晶[G02F1/13(2H088)]

記録層の膜厚が場所によって異なるもの
[G11B7/24,522@R]

積層された複数の層を貫通してピットが形成され
たもの[G11B7/24,533, G11B7/24,538]
担体厚み方向に複数の独立な記録層があるも
の[G11B7/24,522@P or @Q]

※　ここでは、必要に応じてサーチを行う事が多い、本作成分野と関連が深い分野に
　ついて述べています。
　　ただし、サーチを行う分野はサーチのポイントによって変わる事に注意してください。



FI 説明 補足説明 関連分野
G11B7/24,522@
D

・無機材料層のみからな
るもの

G11B7/24,522@E ・有機と無機の複合材料
層又は有機材料層と無機
材料層の組み合わせから
なるもの

G11B7/24,522@F ・記録材料層の間に挟ま
れた層も含めて、記録層
が三層以上の層からなる
ことを必須要件とするもの

G11B7/24,522@
G

表裏両面に記録できるも
の、表裏両面から読み出
しできるもの

一枚の基板の表裏に記録
層があるもの。

G11B7/24,522@H 記録特性の異なる複数の
記録層又は記録領域をも
つもの

記録特性の異なる２種のト
ラックを交互に並べたもの。
内周部の記録領域と外周部
の記録領域とで記録密度が
異なるもの。
＜注意＞
担体厚み方向に複数の独
立な記録層があるものは該
当しない。
複数の層が共同して一つの
情報を記録するものは該当
しない。

G11B7/24,522@J ・再生専用部、追記可能
部、書換可能部のいずれ
か２以上をもつもの

再生専用トラックと記録可能
トラックを交互に並べたも
の。
内周部に再生専用領域、外
周部に記録可能領域を設け
たもの。
例えばパーシャルＲＯＭ。
＜注意＞
記録可能領域中のプリピッ
ト領域に特徴があるものは
該当しない。

G11B7/24,522@K ・・表裏両面を用いるも
の、又は積層された複数
の記録層をもつもの

この分類は使用しない。

G11B7/24,522@L 多重記録、多値記録でき
るもの

一つの層に多値の記録が
できるもの（されているも
の）。
一つの層に異なる方法で複
数の記録ができるもの。

G11B7/24,522@P ・積層された複数の記録
層をもつもの

多重記録には、逐次の記録
により厚み方向に複数の情
報を記録するもの（記録され
ているもの）を含む。
情報面を複数有し、フォーカ
スにより切り替えて読み出
すものなど。

G11B7/24,522@
Q

・・記録特性の異なる記録
層をもつもの

情報面毎に記録再生波長
が異なる波長多重記録媒
体。
再生専用面と記録可能面と
を厚み方向に重ねて設けた
もの。

記録層相互の関連があるもの
[G11B7/24,522@P or Q]
貼り合わせ型のもの
[G11B7/24,541、G11B7/24,551]

担体厚み方向に複数の独立な記録層があるも
の
[G11B7/24,522@P or Q]
複数の層が共同して一つの情報を記録するもの
[G11B7/24,522@B-F]

記録可能領域中のプリピット領域に特徴がある
もの
[G11B7/24,565]

[G11B7/24,522@G or Q]

貼り合わせ型のもの
[G11B7/24,541、G11B7/24,551]
１枚の基板の両面にそれぞれ記録層を有するも
の[G11B7/24,522@G]

貼り合わせ型のもの
[G11B7/24,541、G11B7/24,551]
１枚の基板の両面にそれぞれ記録層を有するも
の[G11B7/24,522@G]



FI 説明 補足説明 関連分野
G11B7/24,522@R 記録層の厚さ又は組成比

を変化させたもの
厚み又は組成が、厚み方向
又は膜面に平行な方向に
変化しているもの。
プリピット、溝内と外でとの
記録層厚みの変化など。

G11B7/24,522@S 凸状記録の点に特徴のあ
るもの〔５３８Ｋ～Ｎより優
先〕

記録層などを変形させて情
報を記録するもの。

G11B7/24,522@T ・膨張層と他の凸部形成
層の組み合わせからなる
もの

G11B7/24,522@U ・ガス発生層と凸部形成
層の組み合わせからなる
もの

G11B7/24,522@V ・記録層単独で凸部を形
成するもの

G11B7/24,522@
W

粗面を利用するもの〔例、
粗面上に記録層を設けた
もの〕

G11B7/24,522@X 記録材料層がトラック層を
兼ねるもの

トラック状に記録層が設け
てあるもの。
＜注意＞
G11B7/24,522@Yは該当し
ない。
あとから記録するものは該
当しない。

G11B7/24,522@Y 記録層が基板に隣接する
合成樹脂からなる点に特
徴のあるもの

再生専用のディスクで、平
滑な基板上に２Ｐ法などで
情報を担う凹凸層を設け反
射層を形成したものなど。

G11B7/24,522@Z その他
G11B7/24,526 基板の材料に特徴のある

もの〔Ｂ～ＮよりもＰ～Ｕ優
先〕

G11B7/24,526@A 樹脂を用いるもの
G11B7/24,526@B ・（メタ）アクリル樹脂を主

成分とするもの

G11B7/24,526@
C

‥脂環式炭化水素基をも
つもの

G11B7/24,526@ ‥複素環基をもつもの
G11B7/24,526@E ‥ポリアルキレンオキシ基

をもつもの
G11B7/24,526@F ‥フツ素をもつもの
G11B7/24,526@
G

・ポリカ－ボネイト樹脂を
主成分とするもの

G11B7/24,526@H ‥脂環式炭化水素基をも
つもの

G11B7/24,526@J ・ポリエステル樹脂を主成
分とするもの

G11B7/24,526@K ・アセタ－ル樹脂を主成分
とするもの

G11B7/24,526@L ・エポキシ樹脂を主成分と
するもの

G11B7/24,526@
M

・脂環式炭化水素樹脂を
主成分とするもの〔←ノル
ボルネン系〕

G11B7/24,526@N ・その他の特定の樹脂を
主成分とするもの〔←部分
構造のみによる特定〕

G11B7/24,526@P ・添加物質に特徴のあるも
の

基板に特徴［G11B7/24,531@B]
光吸収層、反射層などに特徴
[G11B7/24,538@Q-S]
あとから記録するもの[5D090]

光吸収層、反射層などに特徴
[G11B7/24,538@Q-S]

基板の形状、構造、物性に特徴があるもの
[G11B7/24,531]

樹脂
[C08G18/00-18/87;71/00-71/04(4J034)]



FI 説明 補足説明 関連分野
G11B7/24,526@
Q

‥（メタ）アクリル樹脂（主
成分）に添加したもの

G11B7/24,526@R ‥ポリカ－ボネイト樹脂
（主成分）に添加したもの

G11B7/24,526@S ・２以上の樹脂の混合物を
用いるもの

G11B7/24,526@T ‥（メタ）アクリル樹脂を主
成分として含むもの

G11B7/24,526@U ‥ポリカ－ボネイト樹脂を
主成分として含むもの

G11B7/24,526@V 樹脂以外の材料を用いる
もの

無機材料を用いるもの。
ガラスなど。

G11B7/24,526@Z その他
G11B7/24,531 基板の形状、構造、物性

に特徴のあるもの
G11B7/24,531@A 基板が記録層を兼ねるも

の〔G11B7/24,522より優
先〕

基板の凹凸（ピット）によっ
て記録がされるもの。
ＣＤ－ＲＯＭが典型。
基板に有機色素を含むも
の。
＜注意＞
２Ｐ法によるものは該当しな
い。

G11B7/24,531@B 基板がトラツク層又はプリ
フオ－マツト層を兼ねるも
の［トラツク、ピツトの形
状、構造特徴のあるもの
→５６１］［５２２Ｘ，５３８Ｑ
～Ｓ参照］

基板に、ピットは形成されて
いないが、トラッキング用の
溝やアドレス情報が、基板
の凹凸によって形成されて
いるもの。
ＣＤ－Ｒなどに多い。

G11B7/24,531@
C

積層構造のもの 積層構造の基板としてクレ
－ムしているもの
＜注意＞
基板に被膜を形成したとみ
なせるものは該当しない。

G11B7/24,531@
D

粗面化又は表面処理に特
徴のあるもの

G11B7/24,531@E 環状の溝又は凹凸をもつ
もの、あるいは内外周端
部又はその近傍に環状の
特殊形状をもつもの［記録
溝、トラツク溝は除く］

ハブを取り付けるための構
造は該当しない。
[G11B7/24,571@V]

G11B7/24,531@Z その他（付属物がついたも
の→５７１）

フレキシブルなディスクは便
宜上、マーカとしてこの分類
を付与する。

薄い保護膜側から記録再生
する媒体(Blu-ray Disc，
DVRの様なもの）は該当し
ない。
保護膜に凹凸を付けて接着
するものは該当しない。

芯合わせ〔５７１Ｕ，Ｖ優先〕〔物性よりも材料５２６
優先〕
２Ｐ法によるもの
[G11B7/24,522@Y][G11B7/24,538@R or S]

トラツク、ピツトの形状、構造に特徴のあるもの
[G11B7/24,561］
記録層に特徴のあるもの
[G11B7/24,522@X]
光吸収層、反射層などに特徴
[G11B7/24,538@Q-S]

樹脂基板にハードコート層を設けたものは
[G11B7/24,534 or 535]

粗面化方法または表面処理方法自体
[G11B7/26(5D121)]

薄い保護膜側から記録再生する媒体(Blu-ray
Disc，DVRの様なもの）[G11B7/24,535@E]
特に保護膜に凹凸を付けて接着するもの
[G11B7/24,541@D,G-S]



FI 説明 補足説明 関連分野
G11B7/24,533 記録層、基板以外の層に

特徴のあるもの
G11B7/24,534-538に該当
する場合は、そちらを優先
する。
可能な限り、この分類は使
用しない。
該当する例
・マイクロレンズアレイ
・近接場光を伝搬光に変換
する層

G11B7/24,533@A 材料が特定されているも
の

G11B7/24,533@B 記録層と基板との間の層
のみに特徴のあるもの
〔例、下地層、下引き層〕

設ける位置が不定のものは
該当しない。

G11B7/24,533@
C

・有機材料を含むもの〔←
プラズマ重合膜〕

G11B7/24,533@
D

‥樹脂を含むもの

G11B7/24,533@E …（メタ）アクリル樹脂又は
放射線硬化型樹脂を含む
もの

G11B7/24,533@F ‥ケイ素を含むもの

G11B7/24,533@
G

‥フッ素を含むもの

G11B7/24,533@H ・無機材料のみからなるも
の

G11B7/24,533@J 記録層からみて基板と反
対側の層のみに特徴のあ
るもの

G11B7/24,533@K ・有機材料を含むもの 潤滑剤層

G11B7/24,533@L ・無機材料のみからなるも
の

G11B7/24,533@
M

記録層の両側の層に特徴
のあるもの

G11B7/24,533@N ・全ての層が無機材料の
みからなるもの

G11B7/24,533@P 積層された複数の層から
なるもの〔５３４，５３５，５３
８に展開されていない層
のみを対象とする〕

G11B7/24,533@
Q

・記録層と基板との間の層
のみに特徴のあるもの

G11B7/24,533@R 再生専用記録担体の各層
に特徴のあるもの

G11B7/24,522@Y、
G11B7/24,531@A、
G11B7/24,538@G、@H
が優先。

G11B7/24,533@Z その他
G11B7/24,534 ‥‥保護層、コーティング

層の材料に特徴のあるも
の

誘電体層、光干渉層と記載
しているものも含む。
＜注意＞
反射防止膜は該当しない。

G11B7/24,534@A 有機材料を含むもの〔←プ
ラズマ重合膜〕

G11B7/24,534@B ・樹脂を含むもの〔着色→
５３５Ｃ〕

G11B7/24,534@
C

‥構造の特定された樹脂
を含むもの〔←部分構造
の特定〕

G11B7/24,534@
D

…（メタ）アクリル樹脂を含
むもの

紫外線硬化樹脂など

電極付きのもの[G11B7/24,501@A]
基板に特徴のあるもの[G11B7/24,531@C]
基板の表面処理に特徴のあるもの
[G11B7/24,531@D]
保護層、コーティング層に特徴のあるもの
[G11B7/24,534,535]
光吸収層、反射層などに特徴のあるもの
[G11B7/24,538]

[G11B7/24,522@D]

反射防止膜[G11B7/24,538@J]
形状、構造、物性に特徴のあるもの、帯電防止
層
[G11B7/24,535]
反り、変形防止（保護の目的が明白でないもの）
[G11B7/24,533]
ハードコート剤[C09D201/00,7/12,103/00]



FI 説明 補足説明 関連分野
G11B7/24,534@E ・フッ素又はケイ素を含む

もの
G11B7/24,534@F ・添加物質に特徴のあるも

の〔帯電防止剤→５３５Ｍ〕

G11B7/24,534@
G

無機材料のみを用いるも
の〔←ガラス、水ガラス〕

G11B7/24,534@H ・特定の元素を含む点に
特徴のあるもの〔例、酸化
物、窒化物、ダイヤモンド〕

G11B7/24,534@J ‥特定の金属又は半金属
元素を含む点に特徴のあ
るもの

G11B7/24,534@K …酸素を含むもの
G11B7/24,534@L …カルコゲン元素を含む

もの
硫黄 S セレン Se テルル
Te

G11B7/24,534@ …窒素を含むもの
G11B7/24,534@N …酸素、カルコゲン元素、

窒素のうちの２種以上を
含むもの

例：ＺｎＳ－ＳｉＯ２など

G11B7/24,534@Z その他
G11B7/24,535 保護層、コーティング層の

形状、構造、物性に特徴
のあるもの

誘電体層、干渉層と称され
ているものを含む。
一様な層として存在し、光を
透過するという以外には特
に主要な機能を果たすもの
ではないもの。
帯電防止層。
＜注意＞
相変化媒体の核生成層や、
超解像マスク層は該当しな
い。

G11B7/24,535@A 物性限定のみに特徴のあ
るもの〔原則として材料５３
４優先〕

表面が親水性、印刷適性、
においがする、など。

G11B7/24,535@B ・耐候性、耐湿性、耐久性
又は類似の物性に特徴の
あるもの〔防曇→Ａ〕〔光学
的なもの→Ｃ〕

耐変形、防食、など。

G11B7/24,535@
C

・光学特性に特徴のあるも
の〔←着色、透明。但し透
明よりも他の物性優先〕

光干渉膜、など。

G11B7/24,535@
D

・熱特性に特徴のあるもの融点、ガラス転移点、熱伝
導率に特徴があるもの、な
ど。

G11B7/24,535@E 形状、構造に特徴のある
もの［←フィルム］

表面粗さに特徴のあるも
の。
薄い保護膜側から記録再生
する媒体(Blu-ray Disc，
DVRの様なもの）
特に保護膜に凹凸を付けて
接着するもの
(G11B7/24,541@D,G-S)と関
連

G11B7/24,535@F ・設ける位置又は範囲に
特徴のあるもの〔←全面
被覆、端面封止・補強〕

材料に特徴[G11B7/24,534]
積層構造の基板[G11B7/24,531@C]
反り、変形防止（保護の目的が明白でないもの）
[G11B7/24,533]
相変化媒体の核生成層[G11B7/24,522@D]
超解像マスク層[G11B7/24,538@A]

熱可塑性・熱硬化性樹脂[G11B7/24,534]

単にフィルムを貼付するもの[G11B7/24,535@L]
保護膜に凹凸を付けて接着するもの
[G11B7/24,541@D,G-S]



FI 説明 補足説明 関連分野
G11B7/24,535@
G

・膜厚、組成比に特徴のあ
るもの

この分類はG11B7/24,535
の下位なので、形状、構
造、物性に特徴があるもの
のうち組成比に特徴がある
もの、つまり、組成比が一様
でなく、変化しているものな
どが対象。
組成比のみに特徴があるも
のは該当しない。

G11B7/24,535@H ・積層状の複数の層から
なるもの〔保護層同士が
連続しているものに限る〕

無機材料からなる積層
＜注意＞
フィルムを接着剤でつけた
ものは該当しない。

G11B7/24,535@J ‥有機材料を含む層を有
するもの

G11B7/24,535@K …有機材料を含む層のみ
からなるもの

G11B7/24,535@L 接着・接合に特徴のあるも
の〔５４１Ｈ～Ｍ，５５１Ｋ参
照〕

粘着性の保護シートを貼り
つけるもの。
保護層が接着・接合層を兼
ねるもの。
例：剥離性被覆、接着剤層
付き保護シート

G11B7/24,535@
M

帯電防止に特徴のあるも
の

G11B7/24,535@Z その他
G11B7/24,538 光吸収層、反射層、反射

防止層、熱特性に関する
層、秘密保持層、トラツク
又はプリフオ－マツト形成
層、接着、接合層に特徴
のあるもの

G11B7/24,538@A 光吸収層に特徴のあるも
の

光遮断層、吸光して発熱す
る層、超解像のための層、
など。
例：光透過率が変化するマ
スク層
＜注意＞
記録層に特徴があるものは
該当しない。

G11B7/24,538@B 反射層に特徴のあるもの

G11B7/24,538@
C

・層の物性に特徴のあるも
の

例：ハーフミラー

G11B7/24,538@
D

・特定の材料の選択に特
徴のあるもの〔金属、合金
という記載は不特定とみ
る〕

G11B7/24,538@E ‥無機材料のみからなる
もの

G11B7/24,538@F ・構造に特徴のあるもの 積層された反射層、設ける
場所、厚さに特徴、など。

G11B7/24,538@
G

・再生専用記録担体の反
射層

G11B7/24,538@H ‥特定の材料の選択に特
徴のあるもの〔金属、合金
という記載は不特定とみ
る〕

G11B7/24,538@J 反射防止層に特徴のある
もの（クレ－ムに記載のあ
るものに限る）

組成比のみに特徴があるもの[G11B7/24,534]

接着・接合層に特徴のあるもの
[G11B7/24,538@T-X]
端面封止・補強に特徴のあるもの
[G11B7/24,535@F]

添加材によるもの[G11B7/24,534@F]

G11B7/24,538@K-N,T-Xは、G11B7/24,533-535
を参照

片面から２層とも再生できるように手前の反射層
を半透明とするもの[G11B7/24,522@P or Q]

トラック、ガイド、プリフォーマットを形成するため
のもの[G11B7/24,538@Q]

非線形光学材料[G02F1/355]
記録層に特徴のあるもの
[G11B7/24,522、511、516]
記録材料層が光吸収層を兼ねるもの
[G11B7/24,522]

片面から２層とも再生できるように手前の反射層
を半透明とするもの[G11B7/24,522@P or Q]



FI 説明 補足説明 関連分野
G11B7/24,538@K 熱特性に関する層に特徴

のあるもの［Ａ～Ｈ，Ｔ～
Ｘ，５２２Ｓ，５３４，５３５優
先］［原則として、クレ－ム
に熱特性の記載があるも
の、又は熱特性のみを目
的とするものに限る］［熱
可塑性・熱硬化性の熱は
対象としない］

G11B7/24,538@L ・冷却層、放熱層、熱拡散
層、高伝熱層

反射冷却膜、放熱反射層は
該当しない。
[G11B7/24,538@B-H]

G11B7/24,538@
M

・断熱層、熱拡散防止層、
低伝熱層

G11B7/24,538@N ・耐熱層〔耐熱保護層→５
３５Ｄ〕

G11B7/24,538@P 秘密保持層、偽造防止の
ための層に特徴のあるも
の

G11B7/24,538@
Q

トラツク又はプリフオ－マ
ツト形成層

記録層、基板以外にトラツク
又はプリフオ－マツト形成
層を有するもの。
＜注意＞
記録層自体がトラツク又は
プリフオ－マツト構造を有す
るものは該当しない。
基板がトラツク又はプリフオ
－マツト構造を有するもの
は該当しない。

G11B7/24,538@R ・樹脂を含むもの
G11B7/24,538@S ‥構造の特定された樹脂

を含むもの〔←部分構造
の特定。但し、クレームに
構造の記載があるものに
限る〕

G11B7/24,538@T 接着層、接合層、密着層
に特徴のあるもの〔←接着
剤〕〔異種の層を接着・接
合させるものに限る〕〔積
層構造のものはＴ優先と
し、必要に応じてＵ～Ｘに
も分類する〕

接着性の保護シートは
G11B7/24,535@L優先。

G11B7/24,538@U ・有機材料を含むもの〔←
プラズマ重合膜〕

G11B7/24,538@V ‥樹脂を含むもの
G11B7/24,538@ ‥ケイ素を含むもの
G11B7/24,538@X ・無機材料のみからなるも

の

G11B7/24,538@Z その他
G11B7/24,541 貼り合わせ型デイスク［基

板兼用の保護板は基板と
みなす］

基板を複数枚もつものであ
れば、記録層が１層しかな
いものでもよい。

薄い保護膜側から記録再生
する媒体(Blu-ray Disc，
DVRの様なもの）で、特に保
護膜に凹凸を付けて接着す
るもの

G11B7/24,541@A 芯合わせ、偏心防止等の
ための特別な形状、構造
をもつもの

位置合わせに特徴のあるも
の

ディスク以外の形態の記録担体
[G11B7/24,572@L]

記録層自体がトラツク又はプリフオ－マツト構造
を有するもの[G11B7/24,522@X]
基板がトラツク又はプリフオ－マツト構造を有す
るもの[G11B7/24,531@B]
トラツク・ピツトの形状、構造に特徴のあるもの
[G11B7/24,561］

電極付きのもの[G11B7/24,501@A]
情報面が厚み方向に複数あることが特徴である
もの[G11B7/24,522@P or Q]
薄い保護膜側から記録再生する媒体(Blu-ray
Disc，DVRの様なもの）[G11B7/24,535@E]
特に保護膜に凹凸を付けて接着するもの
[G11B7/24,541@D,G-S]

[G11B7/24,571@U-W]



FI 説明 補足説明 関連分野
G11B7/24,541@B 層の形状、構造、物性、材

料に特徴のあるもの〔接着
層→Ｇ〕

請求の範囲が貼り合わせ型
に限定されていても、貼り合
わせ型に特有の課題でない
場合には、G11B7/24,501-
538を優先する。

G11B7/24,541@
C

・記録層に特徴のあるもの

G11B7/24,541@
D

・基板に特徴のあるもの
〔Ｅ優先〕

G11B7/24,541@E ・中間基板、又は接着層
に挟まれた中間層をもつ
もの

基板が３枚以上あるもの。

G11B7/24,541@F ・保護層に特徴のあるもの
〔基板兼用の保護板→Ｄ〕
〔端面封止・補強→Ｑ〕

G11B7/24,541@
G

接着・接合に特徴のあるも
の〔接着層を除き、Ｂ～Ｆ
優先〕

G11B7/24,541@H ・接着剤の材質、物性に
特徴のあるもの〔←熱硬
化型、反応硬化型、常温
硬化型、嫌気性硬化型、
プライマー硬化型〕

G11B7/24,541@J ‥ホットメルト型〔←反応
性ホットメルト〕

G11B7/24,541@K ‥エネルギー線硬化型

G11B7/24,541@L ‥複合硬化型〔複数の異
なる要因により硬化可能
な化合物、混合物など〕

G11B7/24,541@
M

‥添加物（剤）に特徴のあ
るもの〔硬化剤、カップリン
グ剤など慣用的に接着剤
に含まれるものは除く〕

G11B7/24,541@N ・接着層、接着剤を設ける
位置又は領域に特徴のあ
るもの〔←複数の接着剤を
相異なる位置又は領域に
用いるもの〕

G11B7/24,541@P ・内外周端部又はその近
傍の形状、構造に特徴の
あるもの

G11B7/24,541@
Q

‥端面封止、端面補強に
特徴のあるもの

G11B7/24,541@R ・余剰接着剤の処理、は
み出し防止に特徴のある
もの

G11B7/24,541@S ・両面接着シート又はフィ
ルム・シート状接着剤を用
いるもの

G11B7/24,541@Z その他
G11B7/24,551 エア－サンドイツチ型デイ

スク〔基板兼用の保護板
は基板とみなす〕〔Ｇ～Ｑ
よりＡ～Ｄ優先〕

G11B7/24,551@A 片面デイスク〔記録層が一
層であることを必須要件と
するものに限る〕

フィルム状接着剤[C09J7/00(4J004)]

情報面が厚み方向に複数あることが特徴である
もの[G11B7/24,522@P or Q]



FI 説明 補足説明 関連分野
G11B7/24,551@B 芯合わせ、偏心防止のた

めの特別な形状、構造を
もつもの〔←位置合わせ〕
〔５７１Ｕ～Ｗ参照〕

G11B7/24,551@R ・磁性体を利用するもの チャッキング機構

G11B7/24,551@ 通気孔をもつもの
G11B7/24,551@
D

半径方向に伸縮自在のも
の

G11B7/24,551@E 基板以外の各層の材質、
物性に特徴のあるもの

請求の範囲がエアーサンド
イッチ型に限定されていて
も、エアーサンドイッチ型に
特有の課題でない場合に
は、G11B7/24,501-538を優
先する。

G11B7/24,551@F 空間内に封入又は配設し
た物質に特徴のあるもの
〔例、不活性気体〕〔←空
間に不活性気体、樹脂な
どを充填し、中実状にした
もの〕

G11B7/24,551@
G

スペ－サ－に特徴のある
もの〔Ｈ～Ｑ優先〕

G11B7/24,551@H ・芯材、間隔部材、補強板
又はその類似物をもつも
の［Ｇ，Ｊ～Ｑより優先］［←
記録層を有する基板の両
面を、間隔をあけて保護
板などで覆つたもの］［←
スペ－サ－が間隔部材と
同じ位置にあるもの］

G11B7/24,551@J 接着・接合に特徴のあるも
の〔Ｈ優先〕

G11B7/24,551@K ・接着剤の材質、物性に
特徴のあるもの

G11B7/24,551@L ・基板の一部がスペ－サ
－を兼ねるもの

G11B7/24,551@
M

・特別な接合部材をもつも
の

G11B7/24,551@N ‥接合部材がスペ－サ－
と一体のもの

G11B7/24,551@P ・接合のために工夫された
スペ－サ－をもつもの

G11B7/24,551@
Q

‥スペーサーの材質、物
性に特徴のあるもの〔←接
着剤がスペーサーを兼ね
るもの〕

G11B7/24,551@Z その他
G11B7/24,561 ‥トラツク・ピツトの形状、

構造に特徴のあるもの
トラックの外的形状に特徴
のあるもの。
＜注意＞
トラックを形成するために不
連続な層を形成したものは
該当しない。
ピット列のみ存在し構造・形
状としてのトラックが存在し
ないもの（コンパクトディス
ク）は該当しない。

G11B7/24,561@A ディスクに適したもの
G11B7/24,561@B ・トラックのみに特徴のあ

るもの
トラックの偏心量など。

G11B7/24,561-571はG11B7/00(5D090)と関係
が深い。
トラックを形成するために不連続な層を形成した
もの[G11B7/24,538@Q、@R、@S]
トラック内と外とで、記録層などの膜厚が変化し
ているもの[G11B7/24,522@R]
識別用情報としてトラツク・ピツトを使用し配置の
みに特徴のあるもの[G11B7/007(5D090)]
試験、検査、評価のための特別な構造をもつも
の
[G11B7/24,571@X]



FI 説明 補足説明 関連分野
G11B7/24,561@
C

‥ディスクの半径方向の
断面形状に特徴のあるも
の〔←断面形状が非対称
のもの〕

G11B7/24,561@ …矩形のもの
G11B7/24,561@E …台形のもの〔←傾斜角

に特徴のあるもの〕

G11B7/24,561@F ‥‥幅のみに特徴のある
もの

特に台形であることが特徴
でない場合は
G11B7/24,561@Nを付与す
る。（図が台形になっている
だけのときなど）

G11B7/24,561@
G

‥‥深さのみに特徴のあ
るもの

特に台形であることが特徴
でない場合は
G11B7/24,561@Pを付与す
る。（図が台形になっている
だけのときなど）

G11B7/24,561@H …↑－Ｖ↑－Ｖ↑－のも
の

G11B7/24,561@J …↑－Ｕ↑－Ｕ↑－のも
の〔←凹部又は凸部のど
ちらか一方のみ湾曲して
いるもの〕

G11B7/24,561@K …ＶＶＶＶＶのもの〔←鋸歯
状のもの〕

G11B7/24,561@L …波状のみのもの
G11B7/24,561@
M

‥幅、深さに特徴のあるも
の〔断面形状に特徴のあ
るもの→Ｃ～Ｌ〕

G11B7/24,561@N …幅のみに特徴のあるも
の

G11B7/24,561@P …深さのみに特徴のある
もの

G11B7/24,561@
Q

‥蛇行しているもの 蛇行したピット列のみ存在
するものは該当しない。→
G11B7/24,565@K

G11B7/24,561@R …片側のエッジのみ蛇行
しているもの〔←両エッジ
で蛇行周期の異なるもの〕

G11B7/24,561@S …一部の領域のみ蛇行し
ているもの〔例、蛇行部に
よりアドレス情報を形成す
るもの〕

G11B7/24,561@T ‥不連続なトラッキングト
ラック〔不連続部が主情報
として意味を持つもの→５
６５Ｋ〕

不連続部が主情報として意
味を持つもの、つまり、ピッ
ト列がトラックであるものは
該当しない。→
G11B7/24,565@K
不連続部が副情報として意
味を持つものは該当しな
い。→G11B7/24,565@F

G11B7/24,561@Z その他

5D090:GG07

5D090:GG08

5D090:GG03



FI 説明 補足説明 関連分野
G11B7/24,563 ピットのみに特徴のあるも

の
再生専用のピット、記録可
能な記録媒体のアドレスな
どのプリピット、あるいは、
情報を記録する位置に予め
ピット状の構造が設けられ
ているものなど、記録前の
段階でディスクの構造として
形成されているピットに特徴
のあるもの。

G11B7/24,563@A ピット長又はピット間隔に
特徴のあるもの

G11B7/24,563@B ・長ピットが短ピットの連続
からなるもの〔←ピット列
がダンゴ状になっているも
の〕

G11B7/24,563@
C

幅、深さに特徴のあるもの
〔断面形状に特徴のあるも
の→Ｇ～Ｊ〕〔表面形状に
特徴のあるもの→Ｍ〕

G11B7/24,563@
D

・幅のみに特徴のあるもの

G11B7/24,563@E ・深さのみに特徴のあるも
の

G11B7/24,563@F 主情報領域以外にピットを
有するもの

可視表示が目的のものは
G11B7/24,571@A、制御の
ための識別マークは
G11B7/24,572@Bが優先。

G11B7/24,563@
G

ディスクの半径方向又は
円周方向の断面形状に特
徴のあるもの

G11B7/24,563@H ・１ピット中で異なる深さの
面を有しているもの

G11B7/24,563@J ・矩形又は台形のもの
G11B7/24,563@
M

ピットのディスク表面形状
に特徴のあるもの〔←ト
ラック対し斜めに長円形
ピットを形成するもの〕〔Ｂ
優先〕

G11B7/24,563@Z その他
G11B7/24,565 …ピットとトラックが相互に

関連しているもの
トラックとプリピットとの関
係、例えば、深さの相対的
な調整などに特徴があるも
の。

G11B7/24,565@A 幅、深さに特徴のあるもの
G11B7/24,565@
D

トラッキングトラックと、ト
ラッキングトラックに挟ま
れたピットが相互に関連
するもの〔←１トラック中の
半径方向に複数ピットを有
するもの〕

プリピットの形成位置がト
ラック中央でなくずれている
もの。
（ウォブルピット）ガイド溝と
ガイド溝との間に複数の記
録ピット位置を有するもの。
プリピットの左右でトラック
の幅又は深さが変化してい
るもの。
ただしピット列のみ存在し、
トラックとしての構造を持た
ないものは
G11B7/24,565@K。

5D090:GG38

記録方法[G11B7/0045]
記録層の形状、物性[G11B7/24,522]
ピットの配置[G11B7/24,565 or G11B7/007]

サーボパターン、アドレス信号などのパターンそ
のもの[G11B7/007]



FI 説明 補足説明 関連分野
G11B7/24,565@E ・ピットの両側にトラッキン

グトラックがないもの
ピットの左右でガイド溝がな
くなっているもの。
ランド・グルーブ記録で、プ
リピット形成部にはグルーブ
が形成されず、ピットの周囲
が平滑面となっているもの。

G11B7/24,565@F トラッキングトラックの不連
続部からなるピットにより
副情報を形成するもの
〔例、不連続部からなる
ピットによりアドレスを形成
するもの〕

ランド・グルーブ記録で、ラ
ンド又はグルーブがアドレス
部で不連続になっていて、
それがアドレス信号になっ
ているもの。
ガイド溝の一部が不連続に
なっており、それが副情報
になっているもの。

G11B7/24,565@
G

・トラッキングトラックの不
連続部からなるピットの幅
と、ガイドトラックの幅が異
なるもの

G11B7/24,565@H ‥トラッキングトラックの幅
の変化に特徴のあるもの

不連続部の前後で、トラック
幅が連続的に変化するもの
など。

G11B7/24,565@J トラッキングトラック上の
ピットに特徴のあるもの〔ト
ラックの、ディスク半径方
向の断面形状に特徴のあ
るもの→Ｍ〕

トラック上にピットを形成す
るときの形成のしかたに特
徴があるもの。
ただし、ピットの幅、深さに
特徴のあるものは
G11B7/24,565@A優先、ま
た、G11B7/24,565@M優先。

G11B7/24,565@K 主情報ピット列自身がト
ラッキングトラックとなって
いるもの〔例、コンパクト
ディスク〕〔ピット列自身が
主情報となっているもの→
５６１Ｔ〕

G11B7/24,565@L ピット長又はピット間隔に
特徴のあるもの

G11B7/24,565@
M

トラックの、ディスク半径方
向の断面形状と、ピットが
相互に関連しているもの

G11B7/24,565@Z その他
G11B7/24,567 カードに適したもの
G11B7/24,567@A トラックのみに特徴のある

もの
G11B7/24,567@B ・枝分かれしているもの
G11B7/24,567@
C

・円弧状のもの 同心円状、螺旋状のものを
含む。カード状の記録担体
でディスクのように回転させ
て記録再生するものなど。

G11B7/24,567@
D

・幅、深さに特徴のあるも
の

G11B7/24,567@J ピットのみに特徴のあるも
の

G11B7/24,567@K ・ピット長又はピット間隔に
特徴のあるもの

G11B7/24,567@L ・幅、深さに特徴のあるも
の

G11B7/24,567@S ピットとトラックが相互に関
連しているもの



FI 説明 補足説明 関連分野
G11B7/24,567@Z その他
G11B7/24,571 ‥その他の担体形状、構

造又は部品、付属品に特
徴のあるもの

G11B7/24,571@A 識別等のための表示部、
情報部をもつもの〔５７２優
先〕

識別、表示のための層、印
刷層、を含める。
可視的表示。
トラックやピットの配置によ
り可視表示をするもの。

G11B7/24,571@B 記録再生動作に伴う検知
又は制御のための構造を
もつもの〔例、各種マ－ク〕
〔目視判別可能なもの→
Ａ〕

特定のトラックやピットの配
置が識別マークとなってい
るもの、例えば、トラッキン
グオフセットを検出するため
にミラー部を設けたもの、な
どもこの分類を付与し、必要
によりG11B7/24,561-567を
副分類として付与する。制
御情報としての特徴のみ
で、記録媒体としての構造
が特定されないものは含ま
ない。そのようなものは、記
録方法G11B7/007、フォー
マットG11B20/12。

G11B7/24,571@
C

・回転、位置、番地、領域
の検知又は制御

G11B7/24,571@U 芯合わせ、偏心防止等の
ための特別な形状、構造
をもつもの〔←中心孔形成
部が担体と同体のもの〕
〔５４１Ａ，５５１Ｂ参照〕

G11B7/24,571@V ・中心孔形成部材（主とし
てハブ）を取り付けるため
の担体の構造に特徴のあ
るもの

G11B7/24,571@
W

・中心孔形成部材（主とし
てハブ）又はその担体へ
の取付構造・手段に特徴
のあるもの〔Ｖ優先〕〔２３
／００参照〕

G11B7/24,571@X 試験、検査、評価のため
の特別な構造をもつもの
［通常の記録担体として用
いるものに限る。但し、必
要ならば７／２６にも分類］
［テストデイスクは７／２６
のみに分類］

特定のトラックやピットの配
置が識別マークとなってい
るもの。
例：エラー発生のために一
部ピットをあえて変形させた
もの。
情報としての特徴のみで、
記録媒体としての構造が特
定されないものは該当しな
い。

G11B7/24,571@Y 容器、カ－トリツジ、カセツ
トに特徴のあるもの（２３
／０２～０４参照）

G11B7/24,571@Z その他
G11B7/24,572 ‥デイスク以外の特定の

形状をもつもの
略円盤状でない記録媒体を
全て付与する。回転させて
使用するものであっても、外
形が略円盤状でないものは
付与する。

G11B7/24,572@A 柱状又は筒状のもの

5D090:GG33

記録担体一般の表示[G11B23/38]
5D090:GG32
トラックやピットの配置[G11B7/24,561-567]

記録担体のカセット一般[G11B23/00]

記録再生装置のテストのもの
(5D090)(5D117)(5D118)(5D119)
それ以外のテストディスク[G11B7/26(5D121)]



FI 説明 補足説明 関連分野
G11B7/24,572@B テープ、長尺フィルム又は

長尺シート状のもの〔長尺
でないもの→Ｚ〕

G11B7/24,572@
C

光カード〔トラック・ピットの
形状、構造→５６１〕〔Ｂ４２
Ｄ１５／１０，５１１参照〕

記録再生に特徴のないもの
はカード一般B42D15/10。
バーコードなどのデジタル
マーク記録担体は
G06K19/00。

G11B7/24,572@
D

・層の材料、形状、構造、
物性に特徴のあるもの

カードに特有の課題でない
場合には、G11B7/24,501-
538を同時に副分類で付与
する。

G11B7/24,572@E ‥記録層、記録領域に特
徴のあるもの〔記録材料
の選択に特徴のあるもの
→５０６～５１６〕

G11B7/24,572@F …複数の記録層又は記録
材料層をもつもの

G11B7/24,572@
G

‥基板又は基材に特徴の
あるもの

G11B7/24,572@H ‥保護層、コーティング層
に特徴のあるもの〔保護容
器など→Ｃ〕

G11B7/24,572@J ‥光吸収層に特徴のある
もの

G11B7/24,572@K ‥接着層、接合層、密着
層に特徴のあるもの

G11B7/24,572@L ・識別等のための表示
部、情報部をもつもの

G11B7/24,572@
M

・秘密保持、偽造防止に
特徴のあるもの

G11B7/24,572@Z その他 形状が不定形のもの。何か
の形状を模した外形の板状
の光記録媒体。

G11B7/26 ‥記録担体の製造に特に
適した方法または装置（単
一技術を含む方法であっ
てそれについての定義が
他にあるものは，その関
連クラス，例．Ｂ２９，Ｇ０
３，を参照）

使用済み光記録媒体の材
料のリサイクルに関する技
術は、光記録媒体の製造方
法とは言えないが、運用
上、この分類に付与されて
いる。
テスト用ディスク及びその類
似物に関しては、光記録媒
体の製造のための試験、あ
るいは、製造装置の試験の
ための物はこの分類が付与
されている。

光磁気記録媒体の製造[G11B11/105,546]
磁気記録媒体の製造[G11B5/84(5D112)]
テスト用ディスク及びその類似物
--通常の記録媒体の一部領域がテスト用
   [G11B7/24,571@X]
--記録再生装置のテストのための物
　　(5D090)、(5D117)、(5D118)、(5D119)
ディスクの検査(G11B7/に属する記録再生装置
の機能を利用したもの)
[G11B7/004@Z]

製造ライン（コンベア等）[B65G]
把持具（マニピュレータ）[B25J15/00]
連続製造工程の集中制御（生産管理）
[G05B19/418(3C100)]、[G05B23/02]、
[G06F17/60,108]
洗浄[B08B(3B116、3B201)]
光学的な方法による表面の傷、汚れの検査
[G01N21/88(2G051)]
光学装置の試験[G01M11/00@T(2G086)]
プラスチック廃棄物の処理、材料の回収
[B09B5/00@Q(4D004)]、[B29B17/00(4F301)]
プラスチックの接着剤による接合
[B29C65/48(4F211)]



FI 説明 補足説明 関連分野
G11B7/26,501 …原盤とその製造

G11B7/26,511 …スタンパ、金型とその製
造

G11B7/26,521 …基板の成形

G11B7/26,531 …基板以外の層の形成 塗布装置[B05C]
スピンコート装置[B05C11/08(4F042)]
塗布方法[B05D(4D075)]
蒸着・スパッタリング[C23C14/00(4K029)]
ＣＶＤ[C23C16/00(4K030)]
電解メッキ[C25D]
無電解メッキ[C23C18/00(4K022)]
記録膜の初期化(5D090)、(5D119)
印刷[B41]

フォトレジストによるパタン形成
[G03F7/20,504(2H097)]
処理過程(2H096)
レジスト材料(2H025)
露光(2H097)
半導体の露光[H01L21/30(5F046)]
電子線露光装置[H01J37/305@B(5C034)]
露光時のビームの調整(5D090)、(5D119)
光学系やフォーカス、トラッキング制御
(5D119)、(5D118)
台の送り[F16H19/02@P]

電解メッキ[C25D]
プラスチック成形用型(4F202)
プラスチックの成形
一次成形[B29C39/ - 47/]
二次成形[B29C49/ - 61/]
例：
射出成形[B29C45/00(4F206)]
表面成形(エンボス等)[B29C59/00(4F209)]
注型成形[B29C39/00(4F204)]
圧縮成形[B29C43/00(4F204)]
型を材料で被覆して成形後剥離するもの
[B29C41/00(4F205)]

細い溝または刻印を有する記録用担体の製造
[B29D17/00]、[B29L17:00]
スタンパにより成形するもの
--ホログラフィ[G03H]
--回折格子やマイクロレンズアレイ等の光学素
子
   [G02B]



（３）テキスト検索に有効なワード

～膜 ～層

保護層 誘電体層 干渉層 光透過層

ヤング率 弾性率 剛性 強度 破断伸度

ノイズ Ｓ／Ｎ ＳＮ比 ＢＥＲ

硬化性樹脂 アクリルオリゴマー イソシアネート ウレタン

エアー 空気 気体 ガス

ブロー 圧縮空気／ガス 高圧空気／ガス エアー 剥

超解像 フォトクロミック 非線形光学効果 サーモクロミック

近接場 近界 フォトンＳＴＭ ニアフィールド エバ（ヴァ）ネッセント

ＡＦＭ 原子間力顕微鏡

表面粗さ Ｒａ トポロジー

投影露光 レチクル

露光 カッティング

　この技術分野では様々な同意語が用いられており、テキスト検索を行う際には常に類義
語の存在を意識しなければならない。以下に代表的な例を挙げた。

　注）　ここで述べた類義語は、類義語を考える際の参考となる例であり、全てを
      網羅したものではありません。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ データ編 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 





















光学的記録担体およびその製造
Ｇ１１Ｂ７／２４－７／２４，５７２＠Ｚ

HA00 HA01 HA02 HA04 HA05 HA06 HA07 HA10

ディスク状担体
の各層の材料
形状構造物性

・電極付きの
もの

・・液晶を用い
るもの

・複数の層の
関係を特定

・・材料の関
係を特定

・・形状、構造
の関係を特定

・・物性の関
係を特定

・その他　＊

JA00 JA01 JA04 JA10

記録層の材料 ・無機材料 ・有機材料 ・その他　＊

JB00 JB01 JB02 JB03 JB04 JB05 JB06 JB08 JB09 JB10

記録層の形
状、構造

・記録層、記
録領域を複数
持つもの

・・有機材料
層、領域のみ
からなるもの

・・無機材料
層、領域のみ
からなるもの

・・有機と無機
の複合材料
層、有機層と
無機層の双方

・・記録層が２
層以上

・・・記録層間
の層に特徴

・記録特性の
異なる記録
層、記録領域
を持つもの

・・再生専用、
追記可能、書
き換え可能の
２以上

・・・表裏両面
を使用、積層
された記録層

JB11 JB12 JB13 JB14 JB16 JB17 JB18

・多重記録、
多値記録可能

・・ＰＨＢ ・・積層した記
録層によるも
の

・・・記録性特
の異なる記録
層

・表面の形状
変化なしに記
録するもの

・・合金化して
記録するもの

・・・書き換え
可能

JB21 JB22 JB23 JB24 JB25 JB26 JB27 JB28

・表面の形状
の変化で記録
するもの

・・凸状記録す
るもの

・・・膨張層と
凸部形成層の
組み合わせ

・・・ガス発生
層と凸部形成
層の組み合わ
せ

・・・記録層単
独で凸部を形
成

・・凹状記録す
るもの

・・粗面を利用
するもの

・・穴あけ型
（ＲＢ参照）

JB31 JB32 JB33 JB35 JB36 JB37

・設ける位置、
範囲に特徴

・表裏両面に
記録層、記録
領域をもつも
の

・記録層がト
ラック層を兼
ねるもの（Ｋ
Ｂ、ＭＢ）

・層厚、膜厚、
組成に特徴

・・場所によっ
て層厚が異な
るもの

・・場所によっ
て組成が異な
るもの

JB41 JB42 JB45 JB46 JB47 JB48 JB50

・記録フォー
マットの異な
る複数の記録
層、領域

・使用目的の
異なる複数の
記録層、領域

・記録、再生
装置との関連

・・スポット径
との関連

・・波長との関
連

・・複数の記
録再生方法に
対応（互換）

・その他　＊

JC00 JC01 JC02 JC03 JC04 JC05 JC06 JC07 JC09 JC10

記録層の物性 ・光学的物性 ・・光反射率 ・・光吸収率 ・・光透過率 ・・複素屈折
率

・・屈折率 ・・複屈折（リ
タデーション）

・物理的物性 ・・強度

JC11 JC12 JC13 JC14 JC17 JC18 JC20

・熱的物性 ・・熱伝導率 ・・耐熱性 ・・熱膨張率 ・耐久性 ・・繰り返し記
録

・その他　＊

KA00 KA01 KA02 KA03 KA04 KA05 KA06 KA07 KA08 KA09 KA10

基板の材料 ・樹脂 ・・（メタ）アクリ
ル樹脂

・・・脂環式炭
化水素基含有

・・・複素環基
含有

・・・ポリアル
キレンオキシ
基含有

・・・フッ素含
有

・・ポリカーボ
ネート樹脂

・・・脂環式炭
化水素基含有

・・ポリエステ
ル樹脂

・・アセタール
樹脂

KA11 KA12 KA13 KA14 KA15 KA16 KA17 KA18 KA19 KA20

・・エポキシ樹
脂

・・脂環式炭
化水素系樹脂

・・その他の特
定の樹脂　＊

・・２以上の樹
脂の混合

・・・（メタ）アク
リル樹脂が主
成分のもの

・・・ポリカーポ
ネート樹脂が
主成分のもの

・・添加剤 ・・・（メタ）アク
リル樹脂に対
するもの

・・・ポリカーポ
ネート樹脂に
対するもの

・その他

KA21 KA22 KA23 KA24 KA25 KA26 KA30

・樹脂以外の
材料

・・金属 ・・・アルミ、ア
ルミ含有

・・ガラス ・・２以上の材
料の混合

・・添加剤 ・その他　＊

KB00 KB01 KB02 KB03 KB06 KB07 KB08

基板の形状、
構造

・単板構造の
基板

・・基板が記
録層を兼ねる
もの

・・トラック層、
プリフォーマッ
ト層を兼ねる
もの

・積層構造の
基板（２Ｐ法）

・・基板に隣接
する層が記録
層を兼るもの

・・トラック層、
フォーマット層
を兼ねるもの

KB11 KB12 KB13 KB14 KB15 KB16 KB20

・粗面化、表
面処理に特徴

・環状の溝、
凹凸、特殊形
状を有するも
の

・環状でない
溝、凹凸、特
殊形状を有す
るもの

・層厚、膜厚、
組成に特徴

・・場所によっ
て層厚が異な
るもの

・・場所によっ
て組成が異な
るもの

・その他　＊

KC00 KC01 KC02 KC03 KC04 KC05 KC06 KC07 KC09 KC10

基板の物性 ・光学的物性 ・・光反射率 ・・光吸収率 ・・光透過率 ・・複素屈折
率

・・屈折率 ・・複屈折（リ
タデーション）

・物理的物性 ・・強度

KC11 KC12 KC13 KC14 KC17 KC20

・熱的物性 ・・熱伝導率 ・・耐熱性 ・・熱膨張率 ・耐久性 ・その他　＊

LA00 LA01 LA02 LA03 LA04 LA05 LA06 LA07

保護層、コー
ティング層、誘
電体層の材料

・有機材料含
有

・・樹脂含有 ・・・（部分）構
造が特定され
たもの

・・・・（メタ）ア
クリル樹脂含
有

・・フッ素又は
ケイ素含有

・・添加剤 ・・組成

１－３　Ｆ タ ー ム

KA
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JB
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LA11 LA12 LA13 LA14 LA15 LA16 LA17 LA18 LA19 LA20

・無機材料の
み

・・特定の元
素含有　＊

・・・特定の金
属、半金属含
有　＊

・・・・さらにＯ
含有

・・・・さらにＳ，
Ｓｅ，Ｔｅ含有

・・・・さらにＮ
含有

・・・・ＬＡ１４－
ＬＡ１６の２以
上を含有

・・添加剤 ・・組成 ・その他　＊

LB00 LB01 LB02 LB03 LB04 LB05 LB07 LB08 LB09

保護層コーティ
ング層誘電体
層の形状、構
造

・記録層に接
して設けるも
の

・基板に接し
て設けるもの

・反射層に接
して設けるも
の

・設ける位置、
範囲に特徴

・・端部の状
形、構造に特
徴

・層厚、膜厚、
組成に特徴

・・場所によっ
て層厚が異な
るもの

・・場所によっ
て組成が異な
るもの

LB11 LB12 LB13 LB17 LB20

・積層構造の
もの

・・有機材料
含有層を有す
るもの

・・・有機材料
のみからなる
層を有するも
の

・接着、接合
に特徴

・その他　＊

LC00 LC01 LC02 LC03 LC04 LC05 LC06 LC07 LC08

保護層、コー
ティング層、誘
電体層の物性

・光学的特性 ・・光反射率 ・・光吸収率 ・・光透過率 ・・複素屈折
率

・・屈折率 ・・複屈折（リ
タデーション）

・・着色、透明

LC11 LC12 LC13 LC14 LC16 LC17 LC18 LC19

・物理的特性 ・・強度 ・・硬度 ・・表面の特
性（印刷適性
は除く→ＰＡ０
２）

・熱特性 ・・熱伝導率 ・・耐熱性 ・・熱膨張率

LC21 LC25 LC30

・耐久性、耐
候性、耐湿
性、防食性

・帯電防止 ・その他　＊

MA00 MA01 MA02 MA03 MA04 MA05 MA08 MA09

光吸収層反射
層反射防止層
熱特性に関す
る層

・光吸収層 ・・材料に特徴 ・・設ける位
置、範囲に特
徴

・・物性に特徴 ・・・着色 ・光干渉層 ・・多層

MA11 MA12 MA13 MA14 MA15 MA16 MA17 MA18 MA19

・反射層 ・・材料に特徴 ・・・無機材料
のみからなる
もの

・・形状、構造
に特徴

・・・設ける位
置、範囲に特
徴

・・・多層 ・・物性に特徴
（ハーフミ
ラー）

・・再生専用
記録担体の反
射層

・・・材料に特
徴

MA21 MA22 MA23 MA26 MA27 MA28 MA29

反射防止層 ・・材料に特徴 ・・多層 ・熱特性に関
する層

・・冷却層、放
熱層、熱拡散
層、高伝熱層

・・断熱層、熱
拡散防止層、
低伝熱層

・・耐熱層

MA31 MA33 MA34 MA35 MA38 MA39

・秘密保持、
偽造防止のた
めの層、領域
をもつもの

・トラック、
フォーマット形
成層（ＪＢ，Ｋ
Ｂ）

・・樹脂含有 ・・・（部分）構
造の特定され
た樹脂　＊

・記録補助層 ・・マスク層
（超解像）

MA41 MA42 MA43 MA44 MA45 MA46 MA47 MA50

・接着層、接
合層、密着層

・・有機材料
含有

・・・樹脂含有 ・・・ケイ素含
有

・・無機材料
のみ

・・設ける位
置、領域に特
徴

・・物性に特徴 ・その他　＊

NA00 NA01 NA02 NA03 NA04 NA05 NA06 NA07 NA08 NA09

ＨＡ－ＭＡに属
さない層

・記録層と基
板の間の層に
特徴

・・有機材料
含有

・・・樹脂含有 ・・・・（メタ）ア
クリル樹脂含
有

・・・ケイ素含
有

・・・フッ素含
有

・・無機材料
のみ

・・物性に特徴 ・・積層された
複数の層から
なるもの

NA11 NA12 NA13 NA14 NA15 NA16 NA17 NA18 NA19 NA20

・記録層から
見て基板と反
対側の層に特
徴

・・有機材料
含有

・・無機材料
のみ

・・物性に特徴 ・・積層された
複数の層から
なるもの

・基板から見
て記録層と反
対側の層に特
徴

・・有機材料
含有

・・無機材料
のみ

・・物性に特徴 ・・積層された
複数の層から
なるもの

NA21 NA22 NA23 NA24 NA25 NA27 NA30

・記録層の両
側の層に特徴

・・有機材料含
有

・・無機材料の
み

・・物性に特徴 ・・積層された
複数の層から
なるもの

・再生専用記
録担体の各層
に特徴

・その他　＊

PA00 PA01 PA02 PA03 PA04 PA05 PA06 PA07 PA08 PA09 PA10

ディスク状担体
の層以外の構
造、部品、付属
品に特徴

・識別のため
の表示部、情
報部

・・他の層と兼
用（印刷に適
した保護層）

・記録再生に
伴う検知又は
制御のための
構造

・・回転、位
置、番地、領
域の検知又は
制御

・芯合わせ、
偏心防止等の
ための形状、
構造

・・ハブを取り
付けるための
担体の構造

・・ハブ又はハ
ブの担体への
取り付け部分
の構造

・試験、検査、
評価のための
特別な構造

・容器、カート
リッジ、カセッ
トに特徴

・その他　＊

RA00 RA01 RA02 RA03 RA04 RA05 RA06 RA07 RA08 RA09

貼り合わせ型
ディスク

・層の材料、
形状、構造、
物性

・・記録層に特
徴

・・・材料 ・・・形状、構
造

・・・物性 ・・基板に特徴 ・・・材料 ・・・形状、構
造

・・・物性

RA12 RA16 RA17 RA18 RA19

・・中間基板、
接着層に挟ま
れた中間層に
特徴

・・保護層に特
徴

・・・材料 ・・・形状、構
造

・・・物性

RA21 RA22 RA23 RA24 RA25 RA27 RA28 RA29 RA30

・層以外の材
料、形状、構
造、物性

・・材料 ・・形状、構造 ・・・芯合わ
せ、偏心防止
のための形
状、構造

・・物性 ・接着、接合
に特徴

・・接着剤の
材質、物性に
特徴

・・・（反応性）
ホットメルト型

・・・エネル
ギー線硬化型

PA

RA

NA

MA

LC

LB
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RA32 RA33 RA34 RA35 RA36 RA37 RA38

・・・複合硬化
型

・・・添加剤に
特徴

・・接着層を設
ける位置、領
域に特徴

・・内外周端
部又はその近
傍の形状、構
造に特徴

・・・端面封
止、端面補強
に特徴

・・余剰接着
剤の処理、は
み出し防止に
特徴

・・両面接着
シート又はフィ
ルム、シート
状接着

RA41 RA42 RA43 RA44 RA45 RA46 RA47 RA48 RA49 RA50

・記録、再生
装置との関連

・・スポット径
との関連

・・波長との関
連

・・複数の記
録再生方法に
対応（互換）

・・片面読み
出しディスク

・・両面読み
出しディスク

・・片方の基
板のみに記録
層

・・・記録層が
一層

・・両方の基
板に記録層

・その他　＊

RB00 RB01 RB02 RB03 RB04 RB05 RB06 RB07 RB08 RB09 RB10

エアーサンド
イッチ型ディス
ク

・片面ディスク ・芯合わせ、
偏心防止等の
ための形状、
構造

・・磁性体を利
用するもの

・通気孔を有
するもの

・半径方向に
伸縮自在のも
の

・基板以外の
各層の材質、
物性に特徴

・基板の材
質、物性に特
徴

・空間に封
入、配設した
物質に特徴

・スペーサー
に特徴

・・芯材、間隔
部材、補強板
等に特徴

RB11 RB12 RB13 RB14 RB15 RB16 RB17 RB20

・接着、接合
に特徴

・・接着剤の
材質、物性

・・基板の一
部がスペー
サーを兼ねる
もの

・・特別な接合
部材をもつも
の

・・・接合部材
がスペーサー
と一体のもの

・・接合のため
に工夫された
スペーサーを
もつもの

・・・スペー
サーの材質、
物性に特徴

・その他　＊

TA00 TA01 TA02 TA03 TA04 TA05 TA06 TA07 TA08 TA09 TA10

光カード ・層の材料、
形状、構造、
物性

・・記録層、記
録領域に特徴

・・・材料 ・・・形状、構
造

・・・・複数の
記録層、記録
領域をもつも
の

・・・物性 ・・基板、基材
に特徴

・・・材料 ・・・形状、構
造

・・・物性

TA12 TA13 TA14 TA15 TA16 TA17

・・保護層、
コーティング
層に特徴

・・・材料 ・・・形状、構
造

・・・物性 ・・光吸収層に
特徴

・・接着層、接
合層、密着層
に特徴

TA21 TA23 TA30

・識別のため
の表示部、情
報部をもつも
の

・秘密保持、
偽造防止に特
徴

・その他　＊

TB00 TB01 TB03 TB10

ディスク、カー
ド以外の形状
の光記録担体

・柱状、筒状、
ドラム状

・テープ、長尺
フィルム、長
尺シート

・その他の形
状　＊

VA00 VA01 VA02 VA03 VA05 VA06 VA07 VA08 VA09 VA10

光記録担体共
通

・特殊な記録
方式のもの

・・マイクロレ
ンズアレー

・・フォトクロ
ミック、サーモ
クロミック

・光記録再生
以外にも記録
再生が可能な
もの

・・磁気記録も
可能なもの

・・ＩＣ記録も可
能なもの

・・ホログラム
記録層も有す
るもの

・・写真記録
層も有するも
の

・その他　＊

WA00 WA01 WA02 WA03 WA04 WA05 WA07 WA09

トラック・ピット
の形状、構造
に特徴

・トラック（溝） ・・蛇行トラッ
ク（例：ウォブ
ルトラック）

・・・蛇行周期
が溝の両側
エッジで異な
るもの

・・・片側エッ
ジのみ蛇行

・・・一部の領
域のみ蛇行

・・反射率の
異なる材料に
よりトラックを
構成

・・複数本の
螺施溝

WA11 WA12 WA14 WA16 WA17 WA18 WA20

・・凹部と凸部
が円周方向で
切り替わるも
の

・・・切換え領
域を有するも
の（例：ミラー
部）

・・枝分かれト
ラック（カード
用）

・ピット（マー
ク）

・・ピット列に
よりトラックを
構成（例：Ｃ
Ｄ）

・・・ピット列が
蛇行（除．ウォ
ブルピット）

・・長さ、間隔

WA21 WA22 WA24 WA26 WA27 WA28 WA29 WA30

・・ピットの表
面形状（例：ひ
し形、形状多
値）

・・・トラック
（周）方向に対
して傾斜

・・立体形状に
特徴（例：ピラ
ミッド型）　＊

・ピット（マー
ク）とトラック
（溝）の関係

・・溝間（基板
凸部）にピット
を形成

・・・副情報
ピットの両側
に溝を形成し
ないもの

・・溝上（基板
凹部）にピット
を形成

・・溝と溝間に
跨ってピットを
形成

WA31 WA32 WA33 WA34 WA35 WA36 WA38 WA40

・・溝の不連
続部にピット
を形成するも
の

・・・溝の周方
向の端部（領
域）に特徴の
あるもの

・・溝エッジの
凹凸からなる
ピット（除．蛇
行）

・・・溝の片側
エッジのみ凹
凸

・・ピット同士
を連結する溝

・・ウォブル
ピットと溝の
関係

・ガイドライン
（カード用）

・ディスク状媒
体以外の媒体
（上記優先）
＊

WB00 WB01 WB02 WB03 WB04 WB05 WB06 WB07

媒体断面のト
ラック、ピットの
形状、構造

・断面形状（プ
ロファイル）

・・矩形 ・・台形 ・・―Ｖ―Ｖ―
（Ｖは溝）

・・＼／＼／
＼／

・・―Ｕ―Ｕ―
（Ｕは溝）

・・波状

WB11 WB12 WB13 WB14 WB15 WB17 WB18 WB19 WB20

・幅（ピッチ） ・・底部幅 ・・上部幅 ・・中間幅、平
均幅

・・トラック直
交（半径）方
向でピッチが
変化

・深さ ・・階段状
（例：多値情
報ピット）

・・トラック直
交（半径）方
向で変化

・・トラック
（周）方向で変
化

WB21 WB23 WB24 WB25

・傾斜角 ・回折格子、
ホログラムか
らなるもの

・粗面ピット、
トラック（ＷＢ２
３優先）

・・微細加工さ
れた部分の形
状に特徴

WB

TB

VA

WA

TA

RB
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WC00 WC01 WC03 WC04 WC05 WC06 WC07 WC08 WC09 WC10

トラック、ピット
の形状の数値
限定

・絶対的限定
（例：１．６μ
ｍ）

・相対的限定
（パラメータで
限定範囲変
動）＊

・・屈折率（減
衰係数、複素
屈折率）

・・波長 ・・レンズの開
口数（ＮＡ）

・・ビームス
ポット径

・・層（膜）厚 ・・基準がピッ
ト

・・基準が溝

WD00 WD01 WD02 WD03 WD05 WD07 WD08 WD10

ＷＡ～ＷＣに属
する目的

・良好な製造 ・・密着性向
上

・・熱のクロス
トーク防止

・熱拡散防止
（除．製造・
カッティング）

・互換性 ・・ＣＤとの互
換

・高密度

WD11 WD12 WD13 WD14 WD16 WD17 WD19

・良好な再生
信号（反射
率）

・・良好なト
ラッキング

・・良好なシー
ク

・・チルト対策 ・・クロストー
ク信号低減、
除去

・・クロストー
ク信号の積極
的利用

・・良好なコン
トラスト

WD21 WD22 WD23 WD25 WD27 WD30

・記録形態の
異なる領域を
持つ媒体

・・ＲＯＭ，ＲＡ
Ｍ混在媒体

・・複数の異
形態のＲＡＭ
領域（ＲＯＭ
無）

・カード状媒体
の傾き対策

・ディスク、
カード状以外
の媒体固有の
目的＊

・その他　＊

WC

WD
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５Ｄ０２９ Fターム解説（抜粋） 
 
○技術内容 
【ＩＰＣカバー範囲】 
  Ｇ１１Ｂ７／２４～７／２４，５７２＠Ｚ 
【テーマ技術の概要】 
光学的記録再生では、記録担体に光を照射し担体面に生じる光学的特性（反射率、透過率等）の変化を 
利用して情報信号の記録再生を行う。光学的記録再生に用いられる記録担体は、その機能、用途から次 
のように大別される。 
ａ）コンパクトディスク、ビデオディスク、ＣＤ―ＲＯＭといった再生専用のもの 
ｂ）文書ファイルメモリとして実用化されている追記型のもの（ＤＲＡＷ型、または、Ｗｒｉｔｅ Ｏｎｃｅ型とも呼  
ばれる。ユーザは情報を記録することはできるが、一度記録した信号を消去し、書き換えることはで 
きない。） 
ｃ）消去、書き換えが可能なもの（Ｅ―ＤＲＡＷ型） 
当該技術分野の対象となるのは、これら光学的記録担体に関する技術である。 
記録担体に関する技術には記録担体の構成、各構成部分の材料、形状、構造、物性、記録担体状に記 
録された信号（トラック、ピット）の内容、形状、配列（フォーマット）、記録担体の付属品などが含まれる。 
なお、本テーマは、当初Ｇ１１Ｂ７／２４～７／２６をカバーしていましたが、平成５年度にＧ１１Ｂ７／２６ 
（光学的記録担体の製造方法に関する技術）を５Ｄ１２１に分割するメンテナンスがなされました。このた 
め、観点ＡＡ～ＧＡについては平成５年までに発行された文献に限り検索が可能です。観点ＨＡ～ＷＤにつ 
いては全年範囲の文献の検索が可能です。 

 
○Ｆタームの説明 
【HA ディスク状担体の各層の材料形状構造物性】 

HA00 ディスク状担体の各層の材料、形状、構造、物性  
HA01 ・電極付きのもの  
HA02 ・・液晶を用いるもの  
HA04 ・複数の層の関係を特定  
HA05 ・・材料の関係を特定  

例：記録層と保護層で共通の元素を材料として使用  
HA06 ・・形状、構造の関係を特定  
HA07 ・・物性の関係を特定  

例：記録層と保護層の屈折率の関係を式で特定  
HA10 ・その他＊  

 
【JA 記録層の材料】 

JA00 記録層の材料  
JA01 ・無機材料  
JA04 ・有機材料  
JA10 ・その他＊  



原則としてここに付与されていることはない。  
無機と有機の混合、などはＪＡ０１とＪＡ０４の双方を付与している。  

 
【JB 記録層の形状、構造】 

JB00 記録層の形状、構造  
JB01 ・記録層、記録領域を複数持つもの  

例：記録特性が同じ記録層を複数有するもの  
JB02 ・・有機材料層、領域のみからなるもの  
JB03 ・・無機材料層、領域のみからなるもの  
JB04 ・・有機と無機の複合材料層、有機層と無機層の双方  
JB05 ・・記録層が２層以上  

記録層間に層を有する場合を含む  
JB06 ・・・記録層間の層に特徴  
JB08 ・記録特性の異なる記録層、記録領域を持つもの  
JB09 ・・再生専用、追記可能、書き換え可能の２以上  
JB10 ・・・表裏両面を使用、積層された記録層  
JB11 ・多重記録、多値記録可能  
JB12 ・・ＰＨＢ  
JB13 ・・積層した記録層によるもの  

例：穴のあいた層の数（穴の深さ）で多値記録  
JB14 ・・・記録特性の異なる記録層  
JB16 ・表面の形状変化なしに記録するもの  
JB17 ・・合金化して記録するもの  

例：積層された上下の層が合金化して反射率が変化するもの  
JB18 ・・・書き換え可能  
JB21 ・表面の形状の変化で記録するもの  
JB22 ・・凸状記録するもの  
JB23 ・・・膨張層と凸部形成層の組み合わせ  
JB24 ・・・ガス発生層と凸部形成層の組み合わせ  
JB25 ・・・記録層単独で凸部を形成  
JB26 ・・凹状記録するもの  
JB27 ・・粗面を利用するもの  
JB28 ・・穴あけ型（ＲＢ参照）  

注：エアーサンドイッチ型のものはＲＢを付与している  
JB31 ・設ける位置、範囲に特徴  

例：記録層の内外周端の位置に特徴  
二枚の基板の貼り合せ型のものはＲＡ～ＲＢ。  

JB32 ・表裏両面に記録層、記録領域をもつもの  
例：基板が１枚で表裏に記録層があるもの  

JB33 ・記録層がトラック層を兼ねるもの（ＫＢ，ＭＡ）  
例：トラック状に記録層が設けられているもの  
参考：ＫＢ０３、ＫＢ０７、ＭＡ３３  

JB35 ・層厚、膜厚、組成に特徴  



JB36 ・・場所によって層厚が異なるもの  
例：部分的に記録層が削除されているもの  

JB37 ・・場所によって組成が異なるもの  
JB41 ・記録フォーマットの異なる複数の記録層、領域  

例；：高密度記録領域と低密度記録領域  
JB42 ・使用目的の異なる複数の記録層、領域  

アドレス領域とデータ領域  
JB45 ・記録、再生装置との関連  
JB46 ・・スポット径との関連  
JB47 ・・波長との関連  
JB48 ・・複数の記録再生方法に対応（互換）  

例：高密度記録層と低密度記録層を有するもの  
JB50 ・その他＊  

 
【JC 記録層の物性】 

JC00 記録層の物性  
JC01 ・光学的物性  
JC02 ・・光反射率  
JC03 ・・光吸収率  
JC04 ・・光透過率  
JC05 ・・複素屈折率  
JC06 ・・屈折率  
JC07 ・・複屈折（リタデーション）  
JC09 ・物理的物性  
JC10 ・・強度  
JC11 ・熱的物性  
JC12 ・・熱伝導率  
JC13 ・・耐熱性  
JC14 ・・熱膨張率  
JC17 ・耐久性  
JC18 ・・繰り返し記録  
JC20 ・その他＊  

 
【KA 基板の材料】 

KA00 基板の材料  
KA01 ・樹脂  
KA02 ・・（メタ）アクリル樹脂  
KA03 ・・・脂環式炭化水素基含有  
KA04 ・・・複素環基含有  
KA05 ・・・ポリアルキレンオキシ基含有  
KA06 ・・・フッ素含有  
KA07 ・・ポリカーボネート樹脂  



KA08 ・・・脂環式炭化水素基含有  
KA09 ・・ポリエステル樹脂  
KA10 ・・アセタール樹脂  
KA11 ・・エポキシ樹脂  
KA12 ・・脂環式炭化水素系樹脂  
KA13 ・・その他の特定の樹脂＊  
KA14 ・・２以上の樹脂の混合  
KA15 ・・・（メタ）アクリル樹脂が主成分のもの  
KA16 ・・・ポリカーボネート樹脂が主成分のもの  
KA17 ・・添加剤  
KA18 ・・・（メタ）アクリル樹脂に対するもの  
KA19 ・・・ポリカーボネート樹脂に対するもの  
KA21 ・樹脂以外の材料  

例：無機材料  
KA22 ・・金属  
KA23 ・・・アルミ、アルミ含有  
KA24 ・・ガラス  
KA25 ・・２以上の材料の混合  
KA26 ・・添加剤  
KA30 ・その他＊  

 
【KB 基板の形状、構造】 

KB00 基板の形状、構造  
KB01 ・単板構造の基板  
KB02 ・・基板が記録層を兼ねるもの  

例：基板の凹凸（ピット）で記録するもの。ＣＤ―ＲＯＭ等。  
KB03 ・・トラック層、プリフォーマット層を兼ねるもの  

例：ＣＤ―Ｒなど  
KB06 ・積層構造の基板（２Ｐ法）  

注：保護層付き基板は除く（→ＬＡ―ＬＣ）  
表面処理された基板はＫＢ１１  

KB07 ・・基板に隣接する層が記録層を兼るもの  
例：２Ｐ法で製造されたＣＤ―ＲＯＭ  
参考：ＪＢ３３、ＫＢ０２、ＭＡ３３  

KB08 ・・トラック層、フォーマット層を兼ねるもの  
参考：ＫＢ０３  

KB11 ・粗面化、表面処理に特徴  
KB12 ・環状の溝、凹凸、特殊形状を有するもの  
KB13 ・環状でない溝、凹凸、特殊形状を有するもの  
KB14 ・層厚、膜厚、組成に特徴  
KB15 ・・場所によって層厚が異なるもの  
KB16 ・・場所によって組成が異なるもの  
KB20 ・その他＊  



【KC 基板の物性】 
KC00 基板の物性  
KC01 ・光学的物性  
KC02 ・・光反射率  
KC03 ・・光吸収率  
KC04 ・・光透過率  
KC05 ・・複素屈折率  
KC06 ・・屈折率  
KC07 ・・複屈折（リタデーション）  
KC09 ・物理的物性  
KC10 ・・強度  
KC11 ・熱的物性  
KC12 ・・熱伝導率  
KC13 ・・耐熱性  
KC14 ・・熱膨張率  
KC17 ・耐久性  
KC20 ・その他＊  

 
【LA 保護層、コーティング層、誘電体層の材料】 

LA00 保護層、コーティング層、誘電体層の材料  
LA01 ・有機材料含有  
LA02 ・・樹脂含有  
LA03 ・・・（部分）構造が特定されたもの  
LA04 ・・・・（メタ）アクリル樹脂含有  
LA05 ・・フッ素又はケイ素含有  
LA06 ・・添加剤  
LA07 ・・組成  
LA11 ・無機材料のみ  
LA12 ・・特定の元素含有＊  
LA13 ・・・特定の金属、半金属含有＊  
LA14 ・・・・さらにＯ含有  
LA15 ・・・・さらにＳ，Ｓｅ，Ｔｅ含有  
LA16 ・・・・さらにＮ含有  
LA17 ・・・・ＬＡ１４―ＬＡ１６の２以上を含有  
LA18 ・・添加剤  
LA19 ・・組成  
LA20 ・その他＊  

 
【LB 保護層コーティング層誘電体層の形状、構造】 

LB00 保護層、コーティング層、誘電体層の形状、構造  
LB01 ・記録層に接して設けるもの  



LB02 ・基板に接して設けるもの  
LB03 ・反射層に接して設けるもの  
LB04 ・設ける位置、範囲に特徴  
LB05 ・・端部の形状、構造に特徴  
LB07 ・層厚、膜厚、組成に特徴  
LB08 ・・場所によって層厚が異なるもの  
LB09 ・・場所によって組成が異なるもの  
LB11 ・積層構造のもの  
LB12 ・・有機材料含有層を有するもの  
LB13 ・・・有機材料のみからなる層を有するもの  
LB17 ・接着、接合に特徴  

注：接着層自体に特徴→ＭＡ４１  
例：接着層付きの保護層、保護シートなど、あるいは剥離性被履層など  

LB20 ・その他＊  

 
【LC 保護層、コーティング層、誘電体層の物性】 

LC00 保護層、コーティング層、誘電体層の物性  
LC01 ・光学的特性  
LC02 ・・光反射率  
LC03 ・・光吸収率  
LC04 ・・光透過率  
LC05 ・・複素屈折率  
LC06 ・・屈折率  
LC07 ・・複屈折（リタデーション）  
LC08 ・・着色、透明  
LC11 ・物理的特性  
LC12 ・・強度  
LC13 ・・硬度  
LC14 ・・表面の特性（印刷適性は除く→ＰＡ０２）  

例：親水性、におい等。  
LC16 ・熱特性  

注：熱可塑性、熱硬化性などは除く（→ＬＡ）  
例：ガラス転移点（Ｔｇ）など  

LC17 ・・熱伝導率  
LC18 ・・耐熱性  
LC19 ・・熱膨張率  
LC21 ・耐久性、耐候性、耐湿性、防食性  
LC25 ・帯電防止  
LC30 ・その他＊  

 
【MA 光吸収層反射層反射防止層熱特性に関する層】 

MA00 光吸収層、反射層、反射防止層、熱特性に関する層  



MA01 ・光吸収層  
例：光を吸収して熱に変える層、光遮断層  
注：光干渉層→ＭＡ０８、超解像→ＭＡ３８、光を吸収する記録層→ＪＢ  

MA02 ・・材料に特徴  
MA03 ・・設ける位置、範囲に特徴  
MA04 ・・物性に特徴  
MA05 ・・・着色  
MA08 ・光干渉層  

注：光吸収層→ＭＡ０１  
MA09 ・・多層  
MA11 ・反射層  
MA12 ・・材料に特徴  
MA13 ・・・無機材料のみからなるもの  
MA14 ・・形状、構造に特徴  

例：厚さに特徴、一部を削ってバーコードにする。など  
MA15 ・・・設ける位置、範囲に特徴  
MA16 ・・・多層  
MA17 ・・物性に特徴（ハーフミラー）  
MA18 ・・再生専用記録担体の反射層  
MA19 ・・・材料に特徴  
MA21 ・反射防止層  
MA22 ・・材料に特徴  
MA23 ・・多層  
MA26 ・熱特性に関する層  

注：光を吸収して熱に変える層→ＭＡ０１  
MA27 ・・冷却層、放熱層、熱拡散層、高伝熱層  
MA28 ・・断熱層、熱拡散防止層、低伝熱層  
MA29 ・・耐熱層  
MA31 ・秘密保持、偽造防止のための層、領域をもつもの  
MA33 ・トラック、フォーマット形成層  

ＪＢ３３、ＫＢ０３、ＫＢ０７に該当しない層  
MA34 ・・樹脂含有  
MA35 ・・・（部分）構造の特定された樹脂＊  
MA38 ・記録補助層  

参考：ＭＡ０１  
MA39 ・・マスク層（超解像）  
MA41 ・接着層、接合層、密着層  

参考：ＲＡ２７―ＲＡ３８、ＲＢ１１―ＲＢ１７  
MA42 ・・有機材料含有  
MA43 ・・・樹脂含有  
MA44 ・・・ケイ素含有  
MA45 ・・無機材料のみ  
MA46 ・・設ける位置、領域に特徴  



MA47 ・・物性に特徴  
MA50 ・その他＊  

 
【NA ＨＡ－ＭＡに属さない層】 

NA00 ＨＡ―ＭＡに属さない層  
NA01 ・記録層と基板の間の層に特徴  

例：形状、構造に特徴  
NA02 ・・有機材料含有  
NA03 ・・・樹脂含有  
NA04 ・・・・（メタ）アクリル樹脂含有  
NA05 ・・・ケイ素含有  
NA06 ・・・フッ素含有  
NA07 ・・無機材料のみ  
NA08 ・・物性に特徴  
NA09 ・・積層された複数の層からなるもの  
NA11 ・記録層から見て基板と反対側の層に特徴  

例：形状、構造に特徴  
NA12 ・・有機材料含有  
NA13 ・・無機材料のみ  
NA14 ・・物性に特徴  
NA15 ・・積層された複数の層からなるもの  
NA16 ・基板から見て記録層と反対側の層に特徴  

例：形状、構造に特徴  
NA17 ・・有機材料含有  
NA18 ・・無機材料のみ  
NA19 ・・物性に特徴  
NA20 ・・積層された複数の層からなるもの  
NA21 ・記録層の両側の層に特徴  

例：形状、構造に特徴  
NA22 ・・有機材料含有  
NA23 ・・無機材料のみ  
NA24 ・・物性に特徴  
NA25 ・・積層された複数の層からなるもの  
NA27 ・再生専用記録担体の各層に特徴  
NA30 ・その他＊  

 
【PA ディスク状担体の層以外の構造、部品、付属品に特徴】 

PA00 ディスク状担体の層以外の構造、部品、付属品に特徴  
PA01 ・識別のための表示部、情報部  
PA02 ・・他の層と兼用  

例：表面の印刷適性が高い保護層（ＬＣ１４参照）  
PA03 ・記録再生に伴う検知又は制御のための構造  



PA04 ・・回転、位置、番地、領域の検知又は制御  
PA05 ・芯合わせ、偏心防止等のための形状、構造  
PA06 ・・ハブを取り付けるための担体の構造  
PA07 ・・ハブ又はハブの担体への取り付け部分の構造  
PA08 ・試験、検査、評価のための特別な構造  
PA09 ・容器、カートリッジ、カセットに特徴  
PA10 ・その他＊  

 
【RA 貼り合わせ型ディスク】 

RA00 貼り合わせ型ディスク  
RA01 ・層の材料、形状、構造、物性  
RA02 ・・記録層に特徴  
RA03 ・・・材料  
RA04 ・・・形状、構造  
RA05 ・・・物性  
RA06 ・・基板に特徴  
RA07 ・・・材料  
RA08 ・・・形状、構造  
RA09 ・・・物性  
RA12 ・・中間基板、接着層に狭まれた中間層に特徴  
RA16 ・・保護層に特徴  
RA17 ・・・材料  
RA18 ・・・形状、構造  
RA19 ・・・物性  
RA21 ・層以外の材料、形状、構造、物性  
RA22 ・・材料  
RA23 ・・形状、構造  
RA24 ・・・芯合わせ、偏心防止のための形状、構造  
RA25 ・・物性  
RA27 ・接着、接合に特徴  
RA28 ・・接着剤の材質、物性に特徴  

例：熱硬化型、反応硬化型、常温硬化型、嫌気性硬化型、プライマー硬化型、感圧硬化型  
RA29 ・・・（反応性）ホットメルト型  
RA30 ・・・エネルギー線硬化型  
RA32 ・・・複合硬化型  
RA33 ・・・添加剤に特徴  
RA34 ・・接着層を設ける位置、領域に特徴  
RA35 ・・内外周端部又はその近傍の形状、構造に特徴  
RA36 ・・・端面封止、端面補強に特徴  
RA37 ・・余剰接着剤の処理、はみ出し防止に特徴  
RA38 ・・両面接着シート又はフィルム、シート状接着剤  
RA41 ・記録、再生装置との関連  



RA42 ・・スポット径との関連  
RA43 ・・波長との関連  
RA44 ・・複数の記録再生方法に対応（互換）  
RA45 ・・片面読み出しディスク  
RA46 ・・両面読み出しディスク  
RA47 ・・片方の基板のみに記録層  
RA48 ・・・記録層が一層  
RA49 ・・両方の基板に記録層  
RA50 ・その他＊  

 
【RB エアーサンドイッチ型ディスク】 

RB00 エアーサンドイッチ型ディスク  
RB01 ・片面ディスク  
RB02 ・芯合わせ、偏心防止等のための形状、構造  
RB03 ・・磁性体を利用するもの  
RB04 ・通気孔を有するもの  
RB05 ・半径方向に伸縮自在のもの  
RB06 ・基板以外の各層の材質、物性に特徴  
RB07 ・基板の材質、物性に特徴  
RB08 ・空間に封入、配設した物質に特徴  
RB09 ・スペーサーに特徴  
RB10 ・・芯材、間隔部材、補強板等に特徴  
RB11 ・接着、接合に特徴  
RB12 ・・接着剤の材質、物性  
RB13 ・・基板の一部がスペーサーを兼ねるもの  
RB14 ・・特別な接合部材をもつもの  
RB15 ・・・接合部材がスペーサーと一体のもの  
RB16 ・・接合のために工夫されたスペーサーをもつもの  
RB17 ・・・スペーサーの材質、物性に特徴  
RB20 ・その他＊  

 
【TA 光カード】 

TA00 光カード  
TA01 ・層の材料、形状、構造、物性  
TA02 ・・記録層、記録領域に特徴  
TA03 ・・・材料  
TA04 ・・・形状、構造  
TA05 ・・・・複数の記録層、記録領域をもつもの  
TA06 ・・・物性  
TA07 ・・基板、基材に特徴  
TA08 ・・・材料  



TA09 ・・・形状、構造  
TA10 ・・・物性  
TA12 ・・保護層、コーティング層に特徴  
TA13 ・・・材料  
TA14 ・・・形状、構造  
TA15 ・・・物性  
TA16 ・・光吸収層に特徴  
TA17 ・・接着層、接合層、密着層に特徴  
TA21 ・識別のための表示部、情報部をもつもの  
TA23 ・秘密保持、偽造防止に特徴  
TA30 ・その他＊  

 
【TB ディスク、カード以外の形状の光記録担体】 

TB00 ディスク、カード以外の形状の光記録担体  
TB01 ・柱状、筒状、ドラム状  
TB03 ・テープ、長尺フィルム、長尺シート  
TB10 ・その他の形状＊  

 
【VA 光記録担体共通】 

VA00 光記録担体共通  
VA01 ・特殊な記録方式のもの  
VA02 ・・マイクロレンズアレー  
VA03 ・・フォトクロミック、サーモクロミック  
VA05 ・光記録再生以外にも記録再生が可能なもの  
VA06 ・・磁気記録も可能なもの  
VA07 ・・ＩＣ記録も可能なもの  
VA08 ・・ホログラム記録層も有するもの  
VA09 ・・写真記録層も有するもの  
VA10 ・その他＊  

 
【WA トラック・ピットの形状、構造に特徴】 

WA00 トラック・ピットの形状、構造に特徴  
WA01 ・トラック（溝）  
WA02 ・・蛇行トラック（例：ウォブルトラック）  
WA03 ・・・蛇行周期が溝の両側エッジで異なるもの  
WA04 ・・・片側エッジのみ蛇行  
WA05 ・・・一部の領域のみ蛇行  
WA07 ・・反射率の異なる材料によりトラックを構成  

材料そのものに特徴のある必要なし  
WA09 ・・複数本の螺旋溝  
WA11 ・・凹部と凸部が円周方向で切り替わるもの  



WA12 ・・・切換え領域を有するもの（例：ミラー部）  
WA14 ・・枝分かれトラック（カード用）  
WA16 ・ピット（マーク）  
WA17 ・・ピット列によりトラックを構成（例：ＣＤ）  
WA18 ・・・ピット列が蛇行（除．ウォブルピット）  
WA20 ・・長さ、間隔  
WA21 ・・ピットの表面形状（例：ひし形、形状多値）  
WA22 ・・・トラック（周）方向に対して傾斜  
WA24 ・・立体形状に特徴（例：ピラミッド型）＊  
WA26 ・ピット（マーク）とトラック（溝）の関係  
WA27 ・・溝間（基板凸部）にピットを形成  
WA28 ・・・副情報ピットの両側に溝を形成しないもの  
WA29 ・・溝上（基板凹部）にピットを形成  
WA30 ・・溝と溝間に跨ってピットを形成  
WA31 ・・溝の不連続部にピットを形成するもの  
WA32 ・・・溝の周方向の端部（領域）に特徴のあるもの  
WA33 ・・溝エッジの凹凸からなるピット（除．蛇行）  
WA34 ・・・溝の片側エッジのみ凹凸  
WA35 ・・ピット同士を連結する溝  
WA36 ・・ウォブルピットと溝の関係  
WA38 ・ガイドライン（カード用）  
WA40 ・ディスク状媒体以外の媒体（上記優先）＊  

 
【WB 媒体断面のトラック、ピットの形状、構造】 

WB00 媒体断面のトラック、ピットの形状、構造  
WB01 ・断面形状（プロファイル）  
WB02 ・・矩形  
WB03 ・・台形  
WB07 ・・波状  
WB11 ・幅（ピッチ）  
WB12 ・・底部幅  
WB13 ・・上部幅  
WB14 ・・中間幅、平均幅  

ＷＢ１２～１４は断面形状が台形のものを主として対象とする  
WB15 ・・トラック直交（半径）方向でピッチが変化  
WB17 ・深さ  
WB18 ・・階段状（例：多値情報ピット）  

１ピット内で深さが異なるもの  
WB19 ・・トラック直交（半径）方向で変化  
WB20 ・・トラック（周）方向で変化  
WB21 ・傾斜角  

主として台形  



WB23 ・回折格子、ホログラムからなるもの  
WB24 ・粗面ピット、トラック（ＷＢ２３優先）  
WB25 ・・微細加工された部分の形状に特徴  

 
【WC トラック、ピットの形状の数値限定】 

WC00 トラック、ピットの形状の数値限定  
WC01 ・絶対的限定（例：１．６μｍ）  

例えば、トラック幅を１．４～１．８μｍのような数値限定もこのタームを付与している。  
WC03 ・相対的限定（パラメータで限定範囲変動）＊  
WC04 ・・屈折率（減衰係数、複素屈折率）  
WC05 ・・波長  
WC06 ・・レンズの開口数（ＮＡ）  
WC07 ・・ビームスポット径  
WC08 ・・層（膜）厚  
WC09 ・・基準がピット  
WC10 ・・基準が溝  

ＷＣ０４～１０はパラメータ  

 
【WD ＷＡ～ＷＣに属する目的】 

WD00 ＷＡ～ＷＣに属する目的  
WD01 ・良好な製造  
WD02 ・・密着性向上  
WD03 ・・熱のクロストーク防止  
WD05 ・熱拡散防止（除．製造・カッティング）  

ユーザが使用する際に生じる熱拡散を対象  
WD07 ・互換性  
WD08 ・・ＣＤとの互換  

例）ＣＤの規格に合うような幅・深さを設定したもの  
WD10 ・高密度  
WD11 ・良好な再生信号（反射率）  
WD12 ・・良好なトラッキング  
WD13 ・・良好なシーク  
WD14 ・・チルト対策  
WD16 ・・クロストーク信号低減、除去  
WD17 ・・クロストーク信号の積極的利用  
WD19 ・・良好なコントラスト  
WD21 ・記録形態の異なる領域を持つ媒体  
WD22 ・・ＲＯＭ、ＲＡＭ混在媒体  

一般に「パーシャルＲＯＭ」と呼ばれるもの  
但し、ＲＡＭは一形態、複数の異形態のＲＡＭ＋ＲＯＭの場合はＷＤ２１を付与している。  

WD23 ・・複数の異形態のＲＡＭ領域（ＲＯＭ無）  
例）相変化と光磁気の領域が混在しているもの  
但し、多層構造で、各層毎に形態を異にしているもの除く  



WD25 ・カード状媒体の傾き対策  
WD27 ・ディスク、カード状以外の媒体固有の目的＊  
WD30 ・その他＊  

上記に該当しない一般的なもの  

 
○「観点」「ターム」および「その他のターム」の利用上の注意点 
・観点を表すターム（記号００）には付与していない。  
・タームに適切なものがない場合には「その他」又は観点を表すターム（記号００）を除く上位タームに付

与している。  
・「その他」のタームなど、＊付きのタームを付与した場合はフリーワードを選定している。（（７）フリー

ワードの利用の項を参照）  
・担体の形状がディスク状の場合はＨＡ―ＲＢのタームを選択している。  
ただし、貼り合わせ型ディスクの場合はＲＡのタームのみを、また、エアーサンドイッチ型ディスクの場

合はＲＢのタームのみを選択している。  
貼り合わせ型ディスクエアーサンドイッチ型ディスク以外のディスクの場合で、記録層などの層に特徴

がある場合はそれぞれＪＡ―ＮＡの対応するタームを選択している。  
また、層以外の点に特徴がある場合は、それぞれＨＡ、ＰＡのタームを選択している。  
・担体の形状がカード状の場合はＴＡのタームを選択している。  
・担体の形状がディスク状、カード状、以外の場合はＴＢのタームを選択している。  
・担体の形状に関係のない特徴点については、ＶＡ―ＷＤのタームを選択している。  
記録方式などに特徴がある場合、ＶＡのタームを選択している。  
トラック、ピットに特徴がある場合は、ＷＡ―ＷＤのタームを選択している。  
発明・考案を構成している基本的事項（ＷＡ）及び特徴的事項（ＷＢ、ＷＣ、ＷＤ）についてタームを選択し

ている。  
・何れかのタームに絞る必要はなく、該当するタームについて全て付与している。  
・下位概念のタームに適切なものがあれば、上位概念のタームには付与していない。  
・タームの末尾に「（○△優先）」と記載されている場合には、解析された技術的事項が○△のタームに

該当すれば、○△のタームのみを選択している。 







５Ｄ１２１ Fターム解説（抜粋） 
 
○技術内容 
【ＩＰＣカバー範囲】 
Ｇ１１Ｂ７／２６～７／２６，５３１ 
【テーマ技術の概要】 
光記録担体の典型的製造法は、主として次の３工程からなる。 

 ・ガラス円盤等の基材からマスター原盤を作製し、この原盤から複製用スタンパを作るマスタリング工程 
 ・スタンパを用いた複製・成形工程 
 ・各層の形成工程 
 これに接合、処理、後加工、検査等の付属工程が加わる。 
 前記３工程の一部を欠くものもある。 
 再生専用記録担体は、複製・成形工程により情報が転写された基板に反射膜を設けて作製し、書き込み
可能な記録担体は、複製・成形工程によりトラック溝等が形成された基板に記録層を設けて作製する。 
 貼り合わせ型ディスク（ＡＡ０７）、エアーサンドイッチ型ディスク（ＡＡ０８）は一般に接合工程を必要とする。
○Ｆタームの説明 
【AA 対象となる担体又はその部分】 

AA00 対象となる担体又はその部分 
この観点中の各タームの分類の定義は、Ｇ１１Ｂ７／２４（光記録担体）の分類に従う。  

AA02 ・基板 
ＢＡの「原盤」又は「基材」のことを「基板」と言っている場合や請求の範囲に「基板」と記載されているが「原
盤」にも使える場合があるので要注意。 
例．特開昭６０－１３１６５３  

AA13 ・・テスト用部分をもつもの→ＨＨ１９参照 
記録担体で、検査、試験、評価のための特別な構造をもつもの。 
（Ｇ１１Ｂ７／２４ ５７１＠Ｘに対応するもの）→ＨＨ１９参照 
例．特開昭６１－３２７９２  

 
【BＡ 原盤】 

BA00 原盤 
「原盤」という用語は色々な意味で用いられているが、ここでは「フォトレジスト原盤」及び「スタンパ作製用
のマスター原盤」を意味するものとする。  

BA01 ・基材 
「基材」とは原盤の材料となるガラス円盤等を意味するものとする。  

 
【BB 原盤の製造（検査はHH15）】 

BB00 原盤の製造（検査はＨＨ１５）  
BB01 ・レジストを用いるもの→ＢＢ２３優先 

異なる深さの溝を形成するために２層レジストを用いるものは、ＢＢ２３を優先している。 
実施の態様上、レジストを用いる場合と用いない場合の両方を含むときは、ＢＢ０１～０８とＢＢ１１～１８の
両方を付与している。 
請求の範囲にレジストを用いることが明記されていない場合やレジスト、レジスト層のことを、感光性材料、
感光性樹脂、有機物質、情報記録層などと言う場合があるので要注意。 



例．特開昭５８－１２１５０  
BB05 ・・・その少なくとも一層が原盤の一部となるもの 

基材及びレジスト層以外の層を利用して原盤を製造する際に、それらの層のうちの少なくとも一層が最終
的に原盤の構造の一部として残るもの。 
例．特開昭６０－２２６０４２  

BB07 ・・２以上の層の穴あけ操作を各層毎に行う 
２以上の層の穴あけ操作を、各層毎に分けて段階的に行うもの。 
例．特開昭５７－２０８６４６  

BB08 ・・基材に凹凸を形成 
最終的に基材にも凹凸が形成されるもの。 
例．特開昭６１－２６９５１  

BB11 ・レジストを用いないもの 
ＢＢ０１との区別が難しい場合もあるが、レジストであるか否かは詳細な説明をみると明らかになることが
多い。  

BB17 ・・２以上の層の穴あけ操作を各層毎に行う 
２以上の層の穴あけ操作を、各層毎に分けて段階的に行うもの。 
例．特開昭５４－１３４６０４  

BB18 ・・基材に凹凸を形成 
最終的に基材にも凹凸が形成されるもの。  

 
【CA スタンパ】 

CA00 スタンパ 
「原盤」と記載されていても、複製・成型に用いるものはスタンパとみなす。 
スタンパのことを複製用型、複製母型、複製金型、成形型、転写型、圧鋳型、複製盤、スタンプ盤などと言う
こともあるので要注意。 
例． 
特開昭５７－１５８０４６ 
特開昭５９－１７７７４２  

 
【CB スタンパの製造（検査はHH15）】 

CB00 スタンパの製造（検査はＨＨ１５）  
CB05 ・一貫工程（原盤工程の区別不能） 

マスター原盤の作製に相当する行程がないか又は明瞭に区別できないもの（普通はマスター原盤を経て
スタンパを作る）。例．特開昭６１－２９６５４９  

CB06 ・導電層形成工程 
処理の一種でもあるが、独立させ、ＣＢ０８よりも優先している。  

CB07 ・電鋳工程  

 
【DD 複製・成形】 

DD00 複製・成形 
成形方法の区別が難しいときは、Ｂ２９Ｃ（プラスティックの成形）の分類の定義及び運用に従うこととする。

DD04 ・・圧縮成形 
流動性のある樹脂の成形。  

DD06 ・・表面成形（エンボス等）Ｂ２９Ｃ５９参照 
一度固化した樹脂の成形、但し、成形のための予備硬化は固化したものではない。 
例．特開昭６２－１３７７５２  



DD07 ・・スタンパに特徴ある成形 
成形手段に特徴がなく、スタンパの選択のみに特徴のあるもの。  

DD11 ・原盤から直接複製（スタンパ工程なし） 
スタンパを作製することなく、原盤を用いて直接複製するもの。 
例．特開昭５７－６６５４６  

DD13 ・処理、後加工 
硬化性樹脂を用い、硬化、転写工程を経て、離型又は剥離するというだけでは慣用手段であって処理上の
特徴点にはならない。  

DD18 ・・型、金型（スタンパ除く）Ｂ２９Ｃ３３参照 
スタンパも型、金型であるが、ここには入れずＣＡを付与している。 
ここには、主としてＢ２９Ｃが主分類の成形用装置が入る。  

 
【EE 担体各層の形成→DD優先】 

EE00 担体各層の形成→ＤＤ優先 
複製・成形によるもの（例．基板の成形）はＤＤを優先としている。  

EE01 ・気相法による薄膜形成 
多段階の階層があるので要注意。 
（ＥＥ０２～２０についても同様） 

 
【FF 担体各層の接合】 

FF00 担体各層の接合 
ＡＡ０７「貼り合わせ型ディスク」、ＡＡ０８「エアーサンドイッチ型ディスク」に関するものが主体である。  

 
【GG 処理、後加工→DD13優先】 

GG00 処理、後加工→ＤＤ１３優先  
GG01 ・非接触の処理→ＧＧ０７優先 

熱処理に関するものはＧＧ０７を優先としている。  
GG03 ・・プラズマ処理→ＧＧ０４優先 

エッチングに関するものはＧＧ０４を優先としている。  
GG11 ・液体による処理→ＧＧ０７優先 

熱処理に関するものはＧＧ０７を優先としている。  
GG21 ・粗面化処理 

ＧＧ２１とＧＧ２２の両方に係わる技術もある。 
例．特開昭６０－２３１９３４  

 
【HH 検査、試験、評価】 

HH00 検査、試験、評価 
ＨＨ０１～ＨＨ１９までに展開されておらず、光ディスク自体のテストでもないもの（ほとんど７／２６は副文
類）には参考情報としてＨＨ２０を付与しているが、フリーワードは抽出しなくてよい。  

HH19 ・・テストディスク 
記録担体としては用いないテスト専用のものに付与している。 
記録担体にテスト用部分を設けたものはＡＡ１３を付与している。 
標準ディスク、基準ディスク、校正用ディスク、校正用基準板などと言うこもあるので要注意。 
例．特開昭６２－１５０５３８ 

 



【JJ BA～HHに展開されない製造方法・装置】 
JJ08 ・連続工程 

請求の範囲において、連続工程であることを特徴点として記載しているもののみに付与している。 
例．特開昭６２－１２９９６０  

 
○「観点」「ターム」および「その他のターム」の利用上の注意点 
階層及び優先関係に注意する。 

 観点を表すタームは付与していない。 
 原則として、特徴点に関するタームのみを付与している。 
 特徴がある限り、該当する全てのタームを付与している。 
  例．多項クレーム等のため上位概念と下位概念の両方のタームに該当するときは両方とも付与してい 

る。 
 装置、道具の発明は、必ず「装置、道具」のタームを付与し、特徴点に該当するタームにも付与している。 
 「その他」のタームは、特徴点に該当するタームがない場合に付与している。 
 特徴があるかないか迷った場合には、特徴があるものとして付与している。 
 ＡＡは、原則として、ＥＥ～ＪＪを選択した場合に付与しているものとするが、製造上の特徴点が見出せな
いときにはＡＡのみを付与してもよい。 
 「処理」のタームは、各観点中に展開されていない操作のみに付与している。 
  例．ＢＢ２８～３０の操作を現像処理と言うこともあるが、ＢＢ３１は付与していない。 
 ２以上のタームのいずれを付与しているか判断が難しいときは全部付与している。 






